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序     文 

 
日本国政府は、ベトナム国政府の要請に基づき、同国中部地域の水道事業体の能力強化のための人

材育成システムの構築のための技術協力プロジェクトに係わる調査を実施することを決定し、独立行

政法人国際協力機構がこの調査を実施いたしました。 

プロジェクト開始に先立ち、当機構は、第一次調査を平成 21 年 8 月 23 日から平成 22 年 9 月 9 日

まで、第二次調査を平成 21 年 11 月 29 日から 12 月 23 日までの二度にわたり、当機構地球環境部水

資源・防災グループ水資源第一課課長沖浦文彦を総括とする詳細計画策定調査団を現地に派遣しまし

た。 

調査団は、本件の背景と現状を確認すると共に、ベトナム国政府の意向を聴取して合意内容を取り

まとめた協議議事録に署名しました。 

本報告書は、詳細計画策定調査の調査・協議結果を取りまとめると共に、今後実施される中部地域 
都市上水道事業体 能力開発プロジェクトに資するためのものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援を戴いた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 
平成 22 年 3 月 
 

 
独立行政法人国際協力機構 

地球環境部 
部長 中川 聞夫 
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第1章 第一次 詳細計画策定調査の概要 

1-1 本プロジェクトの要請及び調査の背景 
ベトナム社会主義共和国（以下「べ」国）では、1986 年から実施されているドイモイ政策により

社会経済の著しい発展がみられ、安全な水の普及を含めて人民の生活は著しく改善されている。 

「ベ」国における水道分野の政策については、国民への安全な水供給を目的として「ベ」国政府が

2009 年 11 月に「2025 年までの都市上水道の開発指針」（5-2-2（1）(c) 参照）を採択した。同指針で

は水道分野の人材育成が最も重要な課題として位置づけられている。 

同指針では、2025 年までに都市人口の 100%が 1 日辺り 120 リットルの水供給を確保することを目

標にしている。一方で現状では、都市部の上水道普及率は 69%
1
、一人当たりの消費量は 96 リットル 1

にとどまっており、また無収水率も全国平均で 33%1 、さらに給水量の大部分は保健省が推奨する飲

料水質基準を満たしていない状況にある。 

都市部での水道事業は、「べ」国全土に 68 あると言われる水道会社（以下、WSC：Water Supply 
Company）が担っており、上記の問題解決に向けて取り組んでいるが、配水管網整備や水質管理等の

技術面に多くの課題が残ると共に、財政・経営の面では、無収水率が高いことにも影響し、財政管理

に困難が多く、適切な水道料金設定等もされていない状況にある。また 1000 接続辺りの人員は 6.2
人 1となっており、途上国の理想値とされる 5.0人より過剰な人員体制となっているなど、WSCでは、

技術面、経営面の両面での能力強化が課題となっており、そのための人材育成のニーズが高まってい

る。なかでも、中部地域は他の地域と比較して経済発展が遅れ貧困層の割合が高く、保健・衛生指標

も他地域に比較して劣っていることが重要な課題であると認識されている。 

このような状況に対して「ベ」国の北部地域と南部地域では、WSC の能力向上のための教育訓練

機関が機能しているものの、中部地域においては、教育訓練のための強化機関が指名されておらず建

設省で検討が進んでいる
2
。また中部の既存教育機関の能力も十分とは言えず、中部地域の WSC の能

力向上のための体制の構築が期待される。 

他方、我が国が「中部地区水道事業人材育成プロジェクト（2007－2009）」で協力を実施したフエ

水道公社（以下、HueWACO）は、高い飲料水基準をクリアし、また無収水率も 14%1 で、財政管理

も適切に改善されつつあり、他地域の模範となりえる事業を実施している。 

かかる状況下、「ベ」国政府は、建設省（Ministry of Construction 以下、MOC）技術インフラ局が

中心となり、研修やセミナーの実績のある上下水道協会や、過去にわが国が研修能力強化の技術協力

プロジェクトを実施した建設第二大学校、HueWACO 等のリソースを活用した、研修体制の枠組み作

りを通して全国の中規模の都市水道の運営体制および技術体系の改善を目標とする技術協力を我が

国に要請した。 
                                                        
1 全国 68 の水道公社のうち 66 公社を対象に、WB の協力で VWSA が実施したベンチマーキングの調査報告書の直

近 2007 年のデータを引用。VWSA “FINAL REPORT OF BENCHMARKING STUDY on Urban Water Supply Utility 
Performance in Vietnam for the Period 2004 – 2007” 2008. 

2 第一回詳細計画策定調査時点では、中部地域の強化機関について検討中であったが、同調査実施後、建設省が中部

地域に新たな研修センターを設立・強化する方針を示し、2009 年 11 月に建設省令によって中部水セクター研修セ

ンターが新設された。詳細は後述。 
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本詳細計画調査は、「べ」国政府との協議を通じて要請内容の確認と協力内容の決定を行うと共に、

中部地域の他都市へのプロジェクト成果の波及についても具体的方法を含めて可能性を検討するこ

とを目的として実施された。 

1-2 調査の目的 
・ 本プロジェクトの C/P 及び関連機関の現状を把握し、協力内容を整理する。 
・ 持続的に機能するようなプロジェクトの実施体制について、関係機関と協議し、合意する。 
・ WHO 及び ADB の協力内容を確認し、相互補完的な協力体制が組めるように調整を行う。 
・ プロジェクトで行う技術協力の方向性と範囲を取りまとめ、関係機関と基本的な合意形成を行

う。 

1-3 調査団の構成 

1-4 調査日程 
日
数 月日 評価分析 協力企画 人材開発 総括 水道行政 

1 8/23 日 →ハノイ  →ハノイ 
2 24 月 JICA ベトナム事務所、日本大使館、建設省   

都市建設大学校   3 25 火 
ハノイ→フエ 東京→ハノイ ハノイ→フエ 

 ハノイ→フエ  4 26 水 HueWACO 式典出席、フエ省人民委員会、都市建設大学校フエ分校（協議） 
5 27 木 HueWACO セミナー出席、地方 WSC へのインタビュー、HueWACO 協議 
6 28 金 プロジェクト形成のためのワークショップ 

HueWACO 現場視察、プロジェクト概要、M/M 案作成 7 29 土  夜：帰国 
8 30 日 プロジェクト概要、M/M 案作成  

9 31 月 プロジェクト概要、M/M 案協議（MOC、都市建設大、
HueWACO）  

10 9/1 火 WHO、資料整理  
11 2 水 （独立記念日） 資料整理  

上下水道協会協議、M/M の確認、署名、JICA/大使館へ報告  12 3 木  夜：帰国 夜：出国  
13 4 金 上下水道協会、都市建設大学校    
14 5 土 資料整理    

氏名 担当分野 所属 派遣期間 

沖浦 文彦 総括 
独立行政法人 国際協力機構 地球環境部 
水資源・防災グループ水資源第一課 課長 

2009/08/25 
－9/4 

青竹 寛子 水道行政 
厚生労働省大臣官房国際課国際協力室 
国際協力専門官 

2009/8/23 
－8/30 

小西 孝之 
水道人材 
開発制度  

横浜市水道局総務部人材開発課 
技術研修係長 

2008/8/23 
－9/4 

鎗内 美奈 協力企画 
独立行政法人国際協力機構 地球環境部 
水資源・防災グループ水資源第一課 特別嘱託 

2009/8/23/ 
－9/8 

広内 靖世 
評価分析／ 
人材育成 

株式会社 国際開発アソシエイツ 
パーマネント エキスパート 

2009/8/23 
－9/10 
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15 6 日 ハノイ→フエ    

16 7 月 HueWACO 協議、 
フエ分校協議・視察    

HueWACO 協議 17 8 火  夜：移動    

18 9 水 
フエ→HCM 
建設第二大学 
夜：帰国 

    

 

1-5 協議結果概要 
建設省、都市建設大学校（ハノイ水環境研修センター、及びフエ分校）、上下水道協会、水道公社

等関係者と協議及びプロジェクト形成のためのワークショップを行い、プロジェクト・デザイン、実

施体制、先方負担事項等に関する合意事項をミニッツにまとめて署名を行った。 

先方関係機関との協議の結果、中部地域の WSC の能力向上、底上げのために、中部の人材育成の

拠点として、フエにハノイと同様の水・環境分野を対象とする研修センターを新設する予定であるこ

とが明らかになった。大学組織上、このフエの新しい研修センターは、都市建設大学校のハノイにあ

る本校の下におかれ、フエ分校と同列の位置づけであることが確認された。プロジェクトの実施機関

として、この新しい研修センターを強化することで合意した。 

プロジェクトの実施体制として、当初の想定では、研修センターと HueWACO が緊密に協力し、

双方の利点を生かした研修プログラムを合同で計画・実施する体制を考えていたが、大学と事業体と

いう 2 つの機関は、組織文化が異なり、相互に協力する土壌がなく、特に「研修」の実施機関となる

ためには、国内で研修機関の認定を受ける必要があるなど、事業体である HueWACO が大学と対等

に研修コースに参画することは難しいことが分かった。このため、プロジェクト実施体制は、大学校

と HueWACO での活動をアウトプットのレベルで分け、理論面の研修について大学の能力強化を図

り、実践面について HueWACO が整備したマニュアルに沿って他の WSC に説明し、広めていくとい

う体制とした。プロジェクト期間を通じて、協議の場を増やすことで、双方が互いの活動の有効性を

理解し、少しずつ協力のきっかけを探ることで、持続的な研修プログラムとなることを期待する。 

本プロジェクトは、関係する機関が多く、ハノイとフエという地理的な距離や大学と事業体という

組織性格的な相違もあることから、日々の活動に関する円滑な調整が不可欠と考えられる。このため、

アウトプット 0 として、プロジェクトの管理・調整を PDM に明記すると共に、C/P の主要メンバー

を中心に「Project Coordination Team」を立ち上げ、日々のプロジェクト運営を担うことを明らかにし、

合意した。 

1-6 プロジェクト実施に向けた留意事項 
今後、プロジェクトの詳細を協議するにあたり、ベトナム側で準備を進める必要のある事項につい

て、以下の通り、M/M の中で前提条件として合意した。 

（1）情報収集が必要な項目 
プロジェクトの詳細を決定するに当たり、以下のような情報をベトナム側から提供すること

で合意した。 

・ 研修センターの組織図と職員配置 
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・ JICA による供与が必要な機材リスト（項目と数量） 
・ 研修センターにおいてプロジェクトで実施する研修プログラム（研修生数、研修分野） 
・ パイロット WSC の候補リスト 

 
（2）ベトナム側の手続きが必要な項目 

プロジェクト実施のためには、以下のようなベトナム側での手続きが進んでいることが必要

であり、日本側からの更なる調査については、以下の項目が満たされた後に実施することを合

意した。 

(i) 都市建設大学校フエ分校に研修センターが設置されることが、正式に承認される。 
現状では、C/P 組織である中部の研修センターについて、フエ分校に設置されるという

点を、建設省大臣が言及しているようであるが、公的な手続きが進んでいるわけではない。

MOC は、研修センターの設置に伴い、予算や人員配置の措置を取ることになっている。 
(ii) 研修センターのディレクターを含め、カウンターパートが配置される。 

現状では、研修部門の実質的な計画管理は、ハノイ本校で実施している。プロジェクト

で、中部の研修センターの強化を進める場合には、研修センターの責任者はフエで指名さ

れ、日々の活動について協議しながら、実施していく体制をとる必要がある。 
(iii) パイロット WSC が選定される。 

アウトプット 2、アウトプット 3 においては、中部の 3～5 の WSC をパイロット WSC
として選定し、集中的に投入、成果が出ることが期待される。パイロット WSC の選定に

当たっては、WSC 経営層の WSP（水安全計画）に対する意欲や、施設の規模、レベルな

どが主な基準になる。 
 

（3）WHO との連携の可能性 
WSP については、WHO が協力を実施しており、既に全国 68WSC のうち、45WSC に対する

ワークショップの実施、7WSC をパイロットとした TOT の実施など、今後もその活動を広げ

ていく計画がある。また、AusAID との協力（Phase2）で、大学生向けの大学カリキュラムに

WSP を盛り込むことも計画中であり、大学のカリキュラムに WSP の要素を組み込むという点

においては、本プロジェクトと重複する活動もあるため、今後、相互の進捗について、情報共

有を進め、連携の可能性を検討することが必要である。 

今回調査団が訪問し、大学における再訓練コースの開発を行う本プロジェクトについて情報

を提供したところ、WHO 側も連携を積極的に進めたい姿勢を表している。これまでの具体的

な研修やセミナーの開催については、VWSA が請け負っているため、VWSA との情報共有も

進め、アウトプット 2 における WHO への委託や連携を含めた検討が必要になる。 

（4）更なる調査の必要性 
上記（1）、（2）の条件が満たされれば、プロジェクト実施の体制がある程度確保されるため、

プロジェクトの詳細計画を策定するために、更なる調査を実施することを検討している。 

なお、今後の調査では、以下のような点について、ベトナム側と協議を進めることが必要と

なる。 
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(i) PDM の活動、指標、外部条件など 
(ii) PO 

アウトプット 2 については、現場責任者が配置されておらず、研修部署の全体計画は全

てハノイで策定されていることから、具体的な活動計画について協議する相手がいない。

研修センター所長が任命されれば、PDM、PO について協議が可能となる。 
(iii) 研修に必要な機材（研修センター、HueWACO、パイロット WSC） 

今回の調査には技術分野のコンサルタントが同行できなかったため、必要な機材につい

ての検討ができていない。研修コースの内容がある程度固まった段階で、関係機関の機材

の状況について調査し、供与機材の内容を協議する必要がある。 
(iv) 上記に対する関係者の合意 

都市建設大学校は、10 年間フランスの援助を受けており、JICA の技術協力の手法につ

いて、十分に理解していないことが明らかである。（i）～（iii）のような、具体的な協議

を進める中で、JICA の技術協力の手法と、プロジェクトにおけるベトナム側の責任（資

金、人材など）について理解を進める必要がある。 

1-7 団長・団員所感 

1-7-1 団長所感 
（1）協力内容及び妥当性 

政策に現れており、関係者のやる気もそれぞれの立場なりに高く、プロジェクトの妥当性は

ある。研修センターが設立されるタイミングであり、スムースに設立、スタッフの配置まで至

るならばプロジェクト開始のタイミングとしても妥当と言える。問題は都市建設大学校及びフ

エ分校の認識と VWSA、HueWACO、日本側アイデアの不一致である。VWSA、HueWACO、

日本側、更には MOC も HueWACO の経験を活かすことは重要と認識しているが、大学校は一

事業体は特定の知識（自らの所管地域、HueWACO については日本の技術）しか持っておらず、

他 WSC の指導は無理との立場であり、講師となれるのは学校関係者のみであるとの認識が固

い。 

しかし施設を視察したところ、浄水場（プラント）の維持管理状況は、都市建設大学校（ハ

ノイ）内の研修用施設よりも HueWACO の方が数段上の状況であり、彼らの言うことは実際

と異なる可能性が高い。HueWACO の Nam 局長は学校での研修は役に立っておらず内部で再

研修をしていると発言している。中部の他 WSC にインタビューしたところ、他 WSC の取り

組みは大変参考になるとの発言があった。フエ分校のスタッフは 3 名という状況であり、ここ

が中心的役割を果たしているとは考えにくい。 

（2）プロジェクト実施体制 
ハノイの都市建設大学校はフランスによる支援を受けた経験（1997～）があり、その際に多

くの専門家、多額の機材（民間企業からの寄付）、カリキュラムやテキストの作成などを丸抱

えでやってもらった経験があり、今回は同様のことをフエで JICA に期待していることを隠さ

ない。 

日本側は、あくまで支援という考え方であり、コンサルタント等がすべて教材を整え、講義
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も自らおこない、というスタイルはとらない（予算も確保してもらう）。HueWACO 及び建設

第二学校（ホーチミン）は日本との協力経験がありこれらも理解しており実績もあるが、都市

建設大学校は理解していない。 

このように意図に差がある関係者が最終的には協同する必要があるとの考えから、プロジェ

クトとしてはアウトプットを 1～3 まで中心的アクターによって分けることとし、HueWACO
の部分は「研修」「講師」という用語を用いずにワークショップやセミナーという用語を用い

ることで、関係者の合意形成を優先した。 

これまでこれらステークホルダーは互いに会話をしたこともないような状況であったと推

察されることから、ミニッツに「プロジェクト内コミュニケーション」を設定して、関係者が

定期的に必ず打ち合わせをする場を持つように仕向けているが、3 年間の活動の間に相互に信

頼関係が醸成されることを期待したい。それが成功すれば、もっとも大きなインパクトと言え

る。 

プロジェクト終了後の体制は不安を抱えているが（特に HueWACO 部分の持続性）、3 年間

で MOC、VWSA などが中心となり持続的なシステムを構築するよう、日本側としても強く意

識しておく必要がある。 

日本側の投入制約にも留意が必要である。横浜市は HueWACO 同様に事業体であり、研修

センターのカリキュラムやテキスト等改善は必ずしも得意とするものではない。またベトナム

語資料を整理分析するようなこれら作業には相当の労力が必要と想定され、横浜市のみでは対

応が困難と思われる。 

代替策としては民間コンサルタントを投入することも考えられるが、WHO がフエをパイロ

ットのひとつとして WSP の適応を図り、その評価インディケーターを検討中であること、大

学カリキュラムへの WSP 浸透を現在図っておりそれを大学校にも普及していく意向を持って

いることを鑑みると、WHO と連携することは効果的と思料する。これら WHO の活動は

AusAID へ支援を要請予定であるが予算が確保できるかどうか不明とのことである。 

JICA 本部に WHO のアジア地域水道分野の責任者が来訪し、JICA とのなんらかの連携を提

案してきた経緯や、WSP は WHO が総本山的位置づけにあること、WHO にはベトナムのロー

カルコンサルタント等に関するノウハウもあることを考えると、本プロジェクトのアウトプッ

ト 2 を WHO 中心の体制で実施することは、効果的であり日本側投入の制約をクリアできる可

能性がある。この連携は前向きに検討したい。 

拙速な開始は効果がなく、危険である。十分調査をするとともにベトナム側の正式決定を待

つなどして、適切なタイミングで開始する必要がある。 

1-7-2 所感：プロジェクトのデザインと実施体制 
 （青竹寛子 厚生労働省大臣官房国際課国際協力室国際協力専門官） 

本プロジェクト要請では、全国中規模都市の都市水道会社の運営体制及び技術体制が改善されるこ

とを目標に、フエ水道公社のさらなる能力強化と全国水道協会や訓練機関等の協力により技術訓練体
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制が整備されること等がその内容となっていたが、詳細計画策定調査では、中部地区の WSC の人材

育成に対象を絞ることをベトナム国側に提示した。 

また、事前に得た情報では、建設省は各 WSC の能力向上のための研修に関し責任は持っているも

のの、人員的、能力的な制限があり、また上下水道協会はハノイに本部があるものの中部地域では

WSC が持ち回りで支部の業務を担当している状況であり、いずれもこれまで積極的には各水道公社

の能力向上のために活動しているとは言い難いとのことであった。また、都市建設大学校フエ分校に

おいて水道を担当する講師は少なく、北部地区、南部地区に比べると充実した体制とは言えないとの

ことであった。また、過去の JICA プロジェクトの経験から、研修センターの能力向上だけでは、十

分に各水道公社の能力を向上させることができないことがわかってきている。一方で、HueWACO の

みで他の水道公社に対し研修を行っていくほどの人員的余裕はない。 

このことから、このうちの 1 機関のみで中部地区の WSC の能力向上を図ることは期待できない。

したがって、本プロジェクトでは中部地域の WSC を含め関係機関が主体的・継続的に能力向上を行

うための体制を作ることを目標とし、ベトナム国に提示した。具体的には、①関係機関で中部地区の

水道分野の人材育成について話し合う場である人材育成委員会を設置すること、及び②中部地区水道

事業人材育成プロジェクトの成果である HueWACO のハンドブックをもとに中部地区用に一般化し

た雛形を作成するとともに各WSC がハンドブックを適用できるようフエ分校及びHueWACOが協力

して人材育成（技術者、作業員）を実施することを提案した。これに対するベトナム国側の反応と結

果は以下の通りである。 

まず、水道分野の人材育成については一義的に建設省が担うものであり、制度的に人材育成委員会

を設置することはできないというベトナム国側の意見があった。このため、建設省が上下水道協会と

協力し、他の関係機関とも連携しつつ、WSC の経営層の水安全に関する認識向上のためのワークシ

ョップを開催することとした。なお、他にどのような活動を行うかについてはプロジェクト実施期間

中に建設省が計画を立て、実質的にこのワークショップを通じて中部地区の水道分野の人材育成、特

に研修センターの役割やハンドブックの有効性等について話し合いが行われることが期待される（ア

ウトプット 1 関連）。 

研修センターと HueWACO が連携した中部地区の WSC の人材育成については、当初、研修センタ

ーで行う座学と HueWACO が行うハンドブックの研修（OJT を含む）の両方を研修センターのプロ

グラムとして位置づけることを想定していたが、HueWACO の職員が研修センターで教えることにつ

いての反発が大きいことから、ある程度別々に行わざるを得ないという結論となった。 

具体的には、現在フエ分校で実施している WSC 職員向けの短期研修プログラムについて、WSP
の作成に資するものとなるよう見直しを行い、改善及び必要に応じ新たなプログラムの開発を行うこ

ととする。現存の短期プログラムは WSC 等の要望に基づき場当たり的に作られたものであるように

見受けられ、体系的な整備がなされていないため、プロジェクト開始当初に体系的なカリキュラムの

作成が必要である。なお、研修機材として必要なものについては供与するが、ハノイ本校にあるよう

な小型の浄水プラント等の供与は行わず、HueWACO の施設を視察すること等により対応する方針と

した（アウトプット 2 関連）。 
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HueWACO のハンドブックについては、当初他の中部地区の WSC も含め新たに形成する技術ワー

キンググループで再検討し雛形を作成することとしていたが、他の WSC 職員のレベルはそこまで高

くはないのではないかという懸念、また HueWACO のハンドブックは一例に過ぎないという意見が

示されたことから、日本及びベトナムの専門家等（フエ分校の講師を含む。）により HueWACO のハ

ンドブックの改善を行うにとどめる（雛形の作成は行わない）こととした。この改善が行われたハン

ドブックについては、HueWACO により開催されるワークショップ（1 分野 1－2 週間程度。ある程

度の OJT を含む。）により、他の中部地区 WSC に共有される。その後、各 WSC は HueWACO のハ

ンドブックを参考に、自らのハンドブックを作成し、その際に出た問題点等をフォローアップワーク

ショップで共有し、改善を行うこととした。なお、全ての中部地区の WSC に十分な参加意欲がある

とは限らないことから、WSP に関する意識の高さ、設備投資の可能性等を考慮し、ベトナム側でい

くつかのパイロット WSC を選ぶこととした。現存する HueWACO のハンドブックのうち、他の WSC
と共有を行うのが望ましいと考えられるハンドブックは、「中部地区水道事業人材育成プロジェクト」

を通して作成された、4 分野（水質管理、浄水処理、人材育成計画、顧客サービス）である（アウト

プット 3 関連）。 

なお、新しく作成の必要があると考えられるハンドブックとしては、例えば HueWACO に最近導

入された SCADA に関係するものが挙げられる。他の WSC では SCADA の導入はまだほとんど行わ

れていないと考えられるが、このハンドブックは、水質検査をどのように浄水処理に反映するか等に

関連し、また危機管理上も重要な側面を持つものであるため、既存のハンドブックでカバーされてい

ないようであれば、WSP 達成上も整備が望ましい（SCADA 未導入の WSC にも役立つ）（アウトプ

ット 3 関連）。 

以上述べてきたとおり、当初日本側が想定した実施体制とは異なるものの、このプロジェクトの実

施により、人材育成に関する機関が一堂に会する場を設けることができるようになると考えられる。

本プロジェクトでは関係者間の信頼性の向上が何よりも必要であり、建設省及び上下水道協会の主導

で、フエ分校における活動と HueWACO における活動が互いに重要であることがプロジェクト期間

中に十分に認識されることが、その後この活動が継続していくかどうかに大きく関係していると考え

られる。特に、HueWACO における活動がプロジェクト期間中の一時的なものとならないよう注視す

る必要がある。 

1-7-3 所感：安全な水の供給のための技術研修 
 （小西孝之 横浜市水道局総務部人材開発課 技術研修係長） 

当初要請案における活動については、（1）他の WSC の手本となる HueWACO の更なる能力向上、

（2）VWSAによるWSCを対象とした全国的な訓練制度の改善、（3）HueWACOの経験の活用とVWSA
のコーディネートによる中規模都市 WSC を対象とした能力強化、（4）プロジェクト成果に基づく能

力強化に関する制度的枠組の改善が挙げられており、主に HueWACO の更なる能力強化とそれに基

づく VWSA 主導による中規模 WSC の能力強化及びその仕組み作りが主たる目的であった。 

しかしこの要請と前後して、ベトナム国の水道整備に係る施策が相次いで策定され、水道分野の人

材育成を目的とした中部地区における研修拠点の設立及び WHO が推奨する WSP に基づく水供給が

重点対策として掲げられた。これを受けて、本プロジェクトにおいてこれらのサポートを実施するこ

とを強く要望されたところである。 
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当初の要請内容でもある WSC の能力強化については、研修拠点及びそこでの研修実施内容の整備

により達成の可能性が期待でき、また「ベトナム国中部地区水道事業人材育成プロジェクト」におい

て能力強化が達成された HueWACO の経験や技術による実務面での指導、協力を両輪として活用す

ることによって、対象 WSC における実際の事業運営における改善、また WSP 導入促進が期待され

る。 

本来であれば、これらの活動を連動させた WSC の能力強化が望ましいが、関係者間の協働が現段

階では難しいため、WSC 職員を対象とした、教育機関における再教育及び HueWACO を中心とした

OJT による指導を別の活動とせざるを得ない結果となった。 

研修拠点の設置予定機関である都市建設大学校（ハノイ本校）における既存カリキュラムによると、

安全な水の供給のための運転管理、ポンプ等設備の維持管理方法、経営財政管理、メーター設置と管

理など、WSC 局長から現場作業者まで多岐にわたるターゲットに対しての研修が実施されているよ

うであった。また研修期間については、1 週間から 4 週間のカリキュラムであったが、受講する事業

体からは、「期間が長い」、「理論に偏っている」との意見もあることから、事業体における研修ニー

ズの的確な把握、シラバスやテキストの詳細にわたるレビューと改善、これまでの研修の実施状況や

受講者からの評価などに関して十分協議し、プロジェクトにおいて改善策に関する専門家からの助言

が必要ではないかと思われた。 

ハノイ本校の研修施設を確認したところ、横流式傾斜板沈殿池模型、砂ろ過による差圧上昇が視覚

化されるカラムモデル、酸化用の曝気装置、PE 管の熱圧着用接合設備、水質分析用の各種機器、小

型の浄水プラント等が設置されていた。これらを利用した研修の実施状況を確認し、必要機材を精査

する必要がある。また、浄水プラントにおける運転管理については、沈殿処理水の濁度が高いなど、

目視においては良好に処理されていない状況であり、さらに処理フローについても沈殿急速ろ過シス

テムのプラントの処理最終段階で RO 膜が設置されているなど、疑問点も多いため、浄水プラントに

よる実技指導の状況も検証の必要がある。 

また、大学校と事業体の間の関係も、現状においては決して良好とは言えず、実際の水道事業実施

における的確な課題の把握のためにも、両者の認識を改善し、情報共有に努める体制整備が必要であ

る。本プロジェクトにおいては関係者が多岐にわたり、またこれまでそれぞれが連携した能力強化に

ついては、単発では実施されてはいたものの、体系的な仕組みにより実施されているものではないよ

うなので、効果的な能力強化、人材育成を目標とした体制構築及び整備が必要である。日本国内にお

いては、マニュアル作成や研修実施について、監督官庁である厚生労働省、研究機関や大学等、水道

関連事業者、各水道事業体がそれぞれにおける知見や経験を持ち寄り、日本水道協会の調整のもとに

関係機関が講師を担当するなど連携し、実施している状況でもあるため、本邦研修においてそのよう

な状況について理解を促すことも有効と思われる。また、「ベトナム国中部地区水道事業人材育成プ

ロジェクト」において、HueWACO が VWSA 及び建設第二大学校上水道訓練センターと連携し、中

部 WSC を対象としたセミナーを開催したこともあるため、これらの経験やリソースの活用も有効と

思われる。そのためにも、特にアウトプット 1 における VWSA のイニシアティブが期待され、さら

に関係者間の連携強化が、アウトプット 2 及び 3 の連動による、WSC における WSP 導入を目的とし

た実務的な研修に結実することが大いに期待される。 
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また、本プロジェクトにおける目標である、ベトナム中部地区の WSC における、WSP に基づいた

安全な水供給の導入を達成するための具体的な研修プログラムについては、WSP 導入ステップに従

い策定することが効率的と考えられる。大まかに各ステップを分類すると、①既存の水処理及び供給

システムなどの適切な理解、②安全性に対するリスク及びその発生点の把握、③リスク管理点におけ

るモニタリング方法や評価基準の決定、④予防プロセスの確立、⑤対応方法の確立、⑥マニュアル等

（ハンドブック含む）の文書と記録の管理に段階化され、これらの項目における研修プログラムを体

系的に策定、実施されるような活動が必要である。また、これらは研修のみでの達成は不可能であり、

アウトプット 3 のハンドブック整備についても、これらの項目に即した整備が必要である。HueWACO
で指導可能な項目としては、前プロジェクトにおいて実施した「水質管理」、「配水管理」、「人材育成」、

「顧客サービス」の項目に関するものであるため、既存の HueWACO のハンドブックについても、

この見地から再確認し、必要なものは修正及び、新規作成することによりリスク管理を徹底した運転

管理を可能とするものとして期待される。さらに、このハンドブックに基づく、パイロット WSC に

おける実地研修、HueWACO における各 WSC からの研修生受入による実際の施設を用いた運転管理

のための研修なども必要な活動である。しかし、これには HueWACO の指導能力向上、実際の施設

での研修による定常業務の停滞など、HueWACO の多大な負担の恐れがあるため、HueWACO のモチ

ベーションが高いとはいえ、考慮すべき検討課題であり、あわせて HueWACO のみの負担とならな

いような持続可能な仕組みの構築についても考慮する必要がある。また、研修実施のための費用負担

についても、持続的な実施を可能とする予算措置も含めた仕組み作りを進め、ベトナム側としても主

体性を持った制度として定着するよう意識改革が図られることが望まれる。 

本調査の成果として締結したミニッツにおいて、パイロット WSC の選定条件を明記し、MOC に

選定するよう伝えてあるが、WSP の導入意欲、また導入に向けた施設整備が必要最低限で済むよう

な WSC が挙げられることが必要条件である。「ベトナム国中部地区水道事業人材育成プロジェクト」

においては、プロジェクト開始に先立つ HueWACO 自身による配水管整備などが、成功要因の一つ

でもあったので、今回のプロジェクト対象 WSC が、多大な施設整備も期待し、またそれがプロジェ

クト目標の達成条件になってしまうことのないよう、実施までの情報収集や調整が必要である。



ベトナム国「中部地域 都市上水道事業体 能力開発プロジェクト」 詳細計画策定調査報告書 

 2-1

第2章 第二次 詳細計画策定調査の概要 

2-1 調査の背景と目的 
第二次調査は、2009 年 8 月に実施した第一次詳細計画策定調査の結果を受けて、前回合意された

プロジェクトの枠組みに基づいて、本プロジェクトの実施のための詳細計画を策定することを目的

として実施した。主な点は以下の通りである。 

・ 2009 年 11 月に設立が承認された中部水セクター研修センターを中心に、関係機関の現状を調査

し、プロジェクトの詳細計画とベトナム側・日本側の投入について協議する。 

・ プロジェクトを実施する上での、日本側協力事項、ベトナム側実施事項それぞれの役割と範囲

を確認し、プロジェクト開始に向けた準備事項を確認する。 

・ プロジェクトの事前評価を行うために必要な情報を収集、分析する。 

2-2 調査団の構成 

2-3 調査日程 

日数 月日 水道人材育成 総括 協力企画 研修計画 上水道施設 
維持管理 

1 11/29日     成田→ハノイ 
→バンメトート 

2 30月     ダックラック水道  
 聞き取り・視察 

3 12/1火     バンメトート  
→ ニャチャン 

4 2水     カインホア水道 
 聞き取り・視察 

5 3木     ニャチャン 
→ ホーチミン 

6 4金     ホーチミン 
→ ビン 

7 5土     ゲアン水道 
聞き取り・視察 

8 6日     ゲアン→ ハノイ 

氏名 担当分野 所属 派遣期間 

沖浦 文彦 総括 
独立行政法人 国際協力機構 地球環境部 

水資源・防災グループ水資源第一課 課長 
2009/12/13-23 

小西 孝之 
水道人材 

開発制度 

横浜市水道局総務部人材開発課 

技術研修係長 
2009/12/13-20 

中尾 有伸 協力企画 
独立行政法人国際協力機構 地球環境部 

水資源・防災グループ水資源第一課  
2009/12/13-23 

鎗内 美奈 研修計画 
独立行政法人国際協力機構 地球環境部 

水資源・防災グループ水資源第一課 特別嘱託 
2009/12/8-23 

宇根 雄二 
上水道施設

維持管理 
有限会社 ワスコ 代表取締役 

2009/11/29 

-12/23 
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日数 月日 水道人材育成 総括 協力企画 研修計画 上水道施設 
維持管理 

9 7月     対処方針会議 

10 8火    成田→ ハノイ
ハノイ→ フエ  
→ クアンチ 

11 9水    JICA 
MOC 協議 

クアンチ水道 
聞き取り・視察 

12 10木    CUWC 協議 
ハノイ→ フエ

クアンチ→ フエ 

13 11金    CWUC* フエ分校協議 
HueWACO ワークショップ参加 

14 12土    HueWACO 協議 
フエ→ ハノイ 

15 13日 成田 → ハノイ 情報収集 

16 14月 09:00 JICA 表敬 
14:00 VWSA 協議  

17 15火 09:00 MOC、VWSA、CUWC、HueWACO 全体協議 
15:30 MOC、VWSA、CUWC、HueWACO 全体協議 

18 16水 09:00 CUWC、Hue CUWC & WHO 協議 
ハノイ → フエ 

19 17木 09:00 HueWACO 協議 
20 18金 9:30 クアンチ水道公社視察 

9:30 ダナン水道公社視察  
17:35 ダナン → ハノイ 21 19土
ハノイ→  

22 20日 → 成田 資料整理 
23 21月  10:30、14:00 ミニッツ協議（MOC、VWSA、CUWC） 

24 22火  
13:00 ミニッツ署名 
15:00 大使館報告 
ハノイ→ 

25 23水  →関空→羽田 
* CUWC： College of Urban Works Construction 都市建設大学校 

2-4 主要面談者 
付属資料 4.の通り。 

2-5 協議結果概要 
第一次詳細計画策定調査において合意されたプロジェクトの枠組みに基づいて、プロジェクト実

施のための詳細計画策定のための協議を行った。ハノイおよびフエにおいて中部地域の水道事業の

関係機関である建設省、都市建設大学校（本校及びフエ分校）、フエ水道公社（HueWACO）、上下水

道協会（VWSA）、WHO 等に加え、本プロジェクトにおけるパイロット WSC である、5WSC（北よ

りゲアン、クアンチ、ダナン、カインホア、ダックラック）を訪問した。調査においては、新たに

設立される中部の研修センターを中心に、関係機関の現状の把握に努め、プロジェクトの詳細計画

とベトナム側・日本側の投入について協議し、関係者間で合意した。関係者との協議内容について

ミニッツにまとめ、建設省、都市建設大学校、HueWACO との間で署名を行った。（署名した M/M

は付属資料 1.を参照） 

主な協議ポイントは以下の通りである。 
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（1）パイロット WSC の選定 

ベトナム側提案の 5 都市で合意した。地理的な広がりや WSC の多様性からも、短期専門家

が派遣毎に 5 都市を巡回することは効果的、効率的ではないため、パイロット WSC の活動の

モニタリングは、主に長期専門家が担当し、必要に応じて短期専門家が実施することとする。 

（2）アウトプットごとのターゲットの確認 

研修センターでの活動はパイロット WSC のみならず、中部地域の全ての WSC を対象とす

る。ただし、研修の事前に行う WSC への研修ニーズ調査や研修後の評価等については、その

対象をパイロット WSC に限定し、プロジェクトによる投入の効率化を狙う。 

（3）アウトプットの活動間の連携 

アウトプット 2（研修センターでの研修）及びアウトプット 3（HueWACO のマニュアル普

及活動）の間で、現地調査などの共同での活動、双方のアウトプットで扱う技術項目・内容

及び活動スケジュールの調整、研修施設の融通などが必要となり、日々のコミュニケーショ

ンが重要となる。この点は前回の調査時から日本側が懸念していた点であり、プロジェクト

を効率的に・効果的に実施するために、考慮しておく必要がある。前回協議時から、プロジ

ェクト実施体制として「プロジェクト調整チーム」を設立することを同意しており、チーム

の役割・活動についての協議を通じて、関係機関が具体的なイメージを共有することができ

たと思われる。 

（4）WHO の協力 

日本側のリソースとして、WHO のローカルコンサルタントを起用することで合意した。当

初は、日本人専門家と同様、WHO コンサルタントが直接ベトナム人講師の能力強化のために

働きかける体制を想定していたが、大学校側の拒否により、WHO のローカルコンサルタント

は、日本人専門家の支援を行い、ベトナム人講師には直接、技術支援を行わないということ

で合意した。 

（5）ローカルコストの分担 

ベトナム側のカウンターパート資金の上限が、プロジェクト予算全体の 10～15%と規定さ

れているとのことであり、また、新設の研修センターの建設費用をベトナム側が工面してい

ることから、研修活動にかかるローカルコストの支援について、ベトナム側から強い要請が

あった。プロジェクト終了後も研修センターは存続し、またプロジェクトの効果が高ければ

この他の活動についても継続のための予算を確保するという点を確認した。ローカルコスト

の分担については、活動別に項目を整理し、合意した。 

2-6 プロジェクト実施に向けた留意事項 
（1）MOC の役割 

前回調査から一貫して、日本側はプロジェクト効果の持続性について指摘しており、その

姿勢は、特に MOC と共有できてきていると思われる。今回の協議を通じて、MOC がベトナ

ム側の意見をまとめたり、プロジェクトの細かなデザインについて積極的に協議したりする

など、コミットメントが高まっている。プロジェクト終了後の協力効果の持続性確保のため

には、プロジェクト開始後も、折に触れ MOC のイニシアティブを引き出すよう、働きかけ
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ると共に、中期的な人材育成のための目標、実施機関、体制、関係機関の役割及び費用分担

などを含めて、検討していくことが必要となる。これらを含めた「中期的な人材育成計画を

ドラフトする」という項目をプロジェクト目標の指標として設定することで、MOC とも合意

した。 

（2）機材について 

機材の供与先としては、主に研修センターと HueWACO が考えられる。 

 HueWACO：DMA（District Meter Area）の導入のための機材。 

 モニタリングのために配水網をブロック化する技術は、ベトナムでは導入期にあたり、

新たな研修領域として今後ニーズが高まると思われる。供与機材として HueWACO に日

本の製品を入れ、研修用機材として活用することで、ベトナムにおけるデファクト・ス

タンダートとなる可能性も狙える。なお、これらの機材は、供与の妥当性が高く、供与

後の運転維持管理にも問題はないと考えられる。 

 研修センター：新設される研修センターにおいて、特に WSP に関係する研修コースで用

いられる機材を供与。 

 供与を希望する機材リストが大学校から提出されており、各機材の妥当性について検

討し、絞り込む。この際、他の研修センターでの仕様実績や、水道公社の研修ニーズ、

必要な機材の仕様なども勘案する。これらの情報については、現時点で把握することが

困難であるため、研修センターに対する供与機材の選定は、プロジェクト開始後に詳細

を検討するという対応が妥当と考えられる。また、一部、パイプ等の資材については、

日本メーカーからのサンプル品の贈与も視野に入れる。 
 

（3）パイロット WSC の参加 

5 都市のパイロット WSC について、技術コンサルタント（上水道施設維持管理）が訪問し、

調査したところ、5 都市ともプロジェクトへの参加を積極的に望んでおり、安全な水に対する

意識が高いことが明らかになった。当プロジェクトにおいて、プロジェクトは必要な場合に

技術的な支援を行う、という位置づけであり、カウンターパートとして直接的なプロジェク

トの投入対象ではない。パイロット WSC は、自助努力で運営改善を進めることが期待されて

いるところ、パイロット WSC が積極的な意思を持っていることが明らかになり、プロジェク

ト実施の必要条件を満たしていると言える。ただし、プロジェクトの概要について直接説明

を行う機会があったのは、5WSC のパイロット WSC のうち、2WSC のみであり、今後全ての

パイロット WSC に対してプロジェクトの目的を説明し、プロジェクト目標について共有する

必要がある。 

2-7 団長所感 
（1）準備期間の重要性 

・ 8 月の第一次調査、10 月の補足調査を経ての 2 回目の詳細計画策定調査団の派遣となった

が、無事 R/D 案を含む M/M に署名交換できた。実際には 2008 年 7 月のプロジェクト形成

調査団派遣など、2009 年 1 月に実施された前プロジェクトの終了時評価調査の前から検討

を進めてきており、1 年半以上の準備期間を費やしたこととなる。 
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・ これらのプロセスを経て一定の合意に至った現時点から振り返ると、この 1 年半余りの間

に日本側のプロジェクト検討が進んだだけではなく、ベトナム側の認識や準備にも進展、

深化が見られ、この準備期間は双方にとり（特にベトナム側にとって）必要な期間であっ

たと考えるのが適当である。 

・ この準備期間の間に、複数回日本側アイデアを説明するなどベトナム側との対話の機会を

持ち、ベトナム側でも理解を深める時間があったことが、今回の比較的スムースな協議に

つながったと思われる。 
 

（2）第一次調査時との変化 

・ 第一次調査（2009 年 8 月実施）と今回（2009 年 12 月実施）の調査を通じて次のような変

化が見られた。 

・ MOC の当事者意識の向上（副局長の若手への交代も影響か）。プロジェクト（の枠組みを）

仕切るのは MOC であるとの意識が見られる。 

・ HueWACO の能力と当事者意識の高さ。中部地域 WSC の能力向上における HueWACO の巻

き込み、WSC 相互の経験共有というアプローチの適切さ。 

・ 「研修センター」の意識には「遅れ」（「研修」ができるのは自分達のみという権威意識、

その一方でその能力は未知数）があるように感じた。それ故、協議の過程では研修センタ

ーが孤立気味になる場面が見られた。特に都市建設大学校はフランスからの支援の経験に

固執する傾向が相変わらず強い。 
 

（3）本プロジェクト形成の狙い：調査時から振り返って 

（a）ベトナム側の意識 

・ MOC は要請書内容および前回調査の内容からも、本プロジェクトは中部地域の研修セン

ター設立支援プロジェクトと考えていたと思われる。 

・ HueWACO の関与は前プロジェクトの経緯があるため違和感は持っていなかった（日本

側が主張することを理解）ものの、基本的に重きは研修センター（自らの大臣令で設置

する新組織）支援であり、プロジェクト開始後は MOC としての関与は最小限に留める

（PD に MOC が就任することさえ回避しようとした経緯あり）ことを想定していた模様。 

・ MOC は 8 月の調査団では PD の役割を担うことは了解したものの、MOC スタッフ数の

制約などから実質的に大きな協力は困難である旨を主張し、日本側としても MOC が直

接担当する分野の活動「量」は限定的となるようにアウトプット 1 の内容を設定した経

緯がある。 

（b）日本側の狙い 

・ 日本側は、インドネシア、タイ、ベトナム（ホーチミン）などでの水道分野における「研

修センター」型プロジェクトを実施してきた経験より、学校形態の研修センターのみで

は効果的ではなく、実際に水道供給事業を実施している事業体、それも優れたノウハウ

と経験を持つ事業体の関与が必要不可欠と考えていた。 

・ そのため中部地域 WSC の能力向上に前プロジェクトで協力し高い成果を達成した

HueWACO をプロジェクト主体のひとつとして想定し HueWACO も前プロジェクトで自

らが得た支援の結果を周辺に普及することは責務と考え、了解していたものである。 
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・ しかし HueWACO の位置づけははっきりしていなかった。持続可能性も心もとない面あ

り。 

・ パイロット WSC を周ったところ、中部 WSC 相互の深い結びつきを実感。HueWACO の

発言は実態に即しており現実的である一方で、研修センターは一般的なことしか言えな

い（「海外で研修を受けたのだから能力が高い」など）。 
 

（4）今回合意 

・ MOC の責任者（副局長）の交替は良い影響が現れた模様で、前任の副局長（定年退職）も

第一次調査時に関係機関の調整に尽力したものの、局長の前述の意識（当事者意識の希薄

さ）もあり、MOC として協議を取り仕切る場面はほとんどなかった。一方、今回は協議全

体を MOC 副局長が取り仕切り、その発言内容等も妥当なものであった。 

・ 研修センター設立については当初より推進する予定であったことから、設立令の交付、人

員の配置、予算確保などがスムースになされた。 

・ 今回の合意内容は概ね日本側が構想した内容に即していると評価できる。プロジェクト本

体活動では、研修センターと水道事業体が連携して CD を進めるというモデルの妥当性を

実証することと、JICA プロジェクトの終了後の持続可能性を担保することにある。 

・ アウトプット 1 の指標に「計画をドラフト」を入れたが、これをプロジェクト活動を通じ

て、フォーマライズすることが重要である。MOC は「プロジェクト活動が効率的であるこ

とが明らかになれば、予算は確保する」との立場で、研修センターの持続性は約束すると

のこと。 

・ 本プロジェクトでは、HueWACO を通じた新しい技術モデルの普及とともに、それを普及

して発展させていくための社会的なしくみ（主体の役割分担、予算分担、人材育成活動の

持続的な推進体制構築）が作成されることを期待したい。 
 

（5）今後の課題 

・ 本プロジェクトでは研修センターの建設をベトナム側が独自予算でおこなうため、8 月調査

時からローカルコスト負担について日本側に強く要請されていた。その内容をベトナム国

内の他 JICA プロジェクトでの支出実態を鑑みてローカルコスト負担の分担を合意したも

のである。 

・ ただし今回の合意は総論的なものであり、プロジェクト開始後はその運用に相当神経を使

うことになると予見される。持続可能性の観点など原則を踏み外さないように留意しなが

ら、注意深く対応することが必要である。 

・ 研修センターと HueWACO の関係、それを統括する MOC や VWSA との関係などステーク

ホルダーが多いが故の問題も生じるであろうが、これらの点は社会的なしくみの構築をお

こなうプロジェクトの本来業務として十分丁寧に対応する必要がある。 

・ これら社会的な点はベトナム側の事情や習慣などに十分留意して、無理をせずに着実に時

間をかけてベトナム側の意識を醸成しながら、丁寧に進めることが結果的に早道であろう。 
 

（6）その他 

・ 本プロジェクトでは HueWACO にベトナム国内ではほとんど前例がない「水道区」（District 

Meter Area）を試験的に作ることで合意した。DMA は他国では一般的な配水管理手法であ
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り、ベトナムでも早晩に導入されることは間違いなく、この対応はタイムリーであると考

えている。 

・ DMA の設立手法やそこで導入する各種機材は、日本側のノウハウや製品を用いることが自

然であり、ベトナム側もそれを期待している。これは結果的にベトナム国内での DMA 設

立のデファクトを日本のモデルとすることにつながることが期待される。 

・ 研修センターからは、水道管の見本（展示、実習）を揃えるよう要請を受けている。これ

については業界団体を通じて日本の水道管メーカーに見本を提供してもらうことが検討で

きないであろうか。そうすることにより、ベトナム国内において優れた日本製品の見本を

取り揃えることができ、今後の管更新において日本製品が導入される可能性が高まること

も期待できる。
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第3章 調査結果とプロジェクトの概要 

3-1 プロジェクトの概要 

本プロジェクトは、水安全計画（Water Safe Plan）に方向づけられた、ベトナム国中部地域
3
の水道

事業体（Water Supply Company; 以下「WSC」）の人材育成を目的とし、そのための関係機関である

建設省、WSC、研修機関、ベトナム上下水道協会、省人民委員会等が相互に連携を強化し、その下

で、1. 中部地域 WSC のトップ層の人材育成に係る意識向上、2. 中部水セクター研修センターの強

化、3. 水道事業の運転維持管理のための運用ハンドブックの普及促進に係る活動を推進するもので

ある。 

3-2 プロジェクトのデザイン 

3-2-1 プロジェクトのターゲット・グループ 
（1）ターゲット・グループ 

中部地域の対象としている 18WSC の既存職員4をターゲット・グループとする。 

（2）協力相手先機関 

プロジェクト全体の責任機関は、都市部の水道を管轄する建設省（MOC）、プロジェクト

の実施機関は、MOC に加えて、トゥア・ティエン・フエ省に新設される中部水セクター研修

センター、及びフエ水道公社（HueWACO）とする。 

3-2-2 受益者 
本プロジェクトの直接受益者は、MOC、研修センター、HueWACO、中部地域の WSC（18 省/都

市）、及びこれら機関の職員であり、間接受益者は、ターゲット・グループである中部地域の対象 18 

WSC の能力向上によって受益する、それら WSC の給水区域に居住する住民（約 325 万人
5
）が想定

されている。 

3-2-3 プロジェクト目標 
本プロジェクトの実施によって「中部地域において水安全計画に関する WSC の人材育成が関連機

関の協力の下で開始される」ことが想定されている。このプロジェクト目標とその達成度を測る指

標は次の通りである。 

                                                        
3 本プロジェクトで対象とする中部地域とは、タイン・ホア省以南、ダック・ノン省、ラム・ドン省、ニン･トゥア

ン省以北の 17 省と 1 特別市の、計 18 省/都市を指す。 
4 研修センターの全職員数は、15 人（内、講師が 12 人）と計画されている。また、HueWACO を含む中部地域 18WSC

の全職員数は 4,194 人、その内技術系職員は 1,280 人（建設省への質問票回答より）。 
5 対象 18 省/市の給水人口合計（建設省への質問票回答より）。 
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プロジェクト目標 指標
6
 

a: 関連機関の協力を通して、中部における人材育成

の具体的な計画のドラフトが MOC により作成さ

れる。 
b: 研修センターの WSP に関する研修コース参加者数

（パイロット ***人/ その他 WSC**人） 

中部地域において、水安全計画（WSP）
に関する WSC の人材育成が、関連機関

の協力の下で開始される。 
c: プロジェクト終了時までにパイロット WSC

7
 に

おいて、WSP のドラフトが作成される。 
 

プロジェクト目標の「関連機関」には建設省、WSC、研修機関、ベトナム上下水道協会、中部の

各省人民委員会等 が含まれる
8
。中部地域の WSC の全体的な能力向上のためには、これらの機関が

連携し、それぞれのリソースを活用することが、持続的な人材育成にとって不可欠であることから、

「関連機関の協力」をプロジェクト目標に明記した。また、プロジェクトが対象とする技術範囲と

しては、「WSP に方向づけられた」分野に限ることとした。これは、2008 年 12 月に発令された「安

全な水の供給に関する政令」（Decision No.16、後述の 5-2-2（1）(d) 参照）において、水の供給と精

算、消費に関する計画として規定されており、安全な水供給のために WSC は水安全計画（WSP）を

作成することが義務付けられていることから、重点分野として取り上げるものである。なお、特に

WSP に関する研修活動について、WSP を提唱・推進している WHO と提携する計画である。 

また、指標 a の「具体的な計画のドラフト作成」は、本来 MOC の役割であり、アウトプット 1

の活動に含めるべきと考えられるが、プロジェクトを計画した段階では MOC のイニシアティブ、

積極性が高くなく、ハードルが高いと考えられた。しかし、協議を進めるにつれ、MOC 側のコミッ

トメントが高まり、新たに就任したプロジェクト・ディレクター（MOC 技術インフラ局副局長）

も積極的であることから、プロジェクト終了時までに、この計画をドラフトすることに第二次調査

で合意した。この「具体的な計画」のドラフト作成については、プロジェクト期間を通じて、MOC

のイニシアティブを促しながら、中間モニタリング等の機会に MOC の活動としてアウトプット 1

に組み入れることが期待される。 

3-2-4 上位目標 
上位目標は、プロジェクト終了後、プロジェクトの成果が正のインパクトとして発現された状況

を指す。本プロジェクトの上位目標と指標は次の通りである。 

上位目標 指標 
a: 18WSC において WSP の準備段階が進む。 
b: パイロット WSC において WSP が完成する。 

中部地域において、安全な水供給のため

の WSC の能力が強化される。 c: 水質の主要項目（残留塩素、濁度、pH）におい

て、パイロット WSC の水質がプロジェクト開始

時と比べて向上する。 
 

プロジェクト目標の達成により、中部地域で人材育成が開始されるため、プロジェクト終了後 3

～5 年程度で、中部地域の全 WSC の能力が強化されることが期待できる。具体的には、各 WSC で

WSP の準備段階が進み、特にパイロット WSC においては、設定された WSP に沿って水道の運営維

                                                        
6 指標はプロジェクト開始から＊ヶ月以内に見直され、最終化され、JCC によって承認される。 
7 パイロット WSC：北から順に、ゲアン省、クアンチ省、ダナン市、カインホア省、ダックラック省の WSC。 
8 この他、WSP に関する研修活動について、WHO と提携する計画である。 
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持管理が実施されることで測定される。なお、WSP 準備の進捗状況の把握は、WHO が提唱する WSP

準備の 10 段階の枠組み
9
を用い、各ステップにおける進捗状況を見ることとする。 

3-2-5 アウトプットと活動 
本プロジェクト目標達成のためのアウトプットは 4 つ設定されている。次に各アウトプットの内

容とそれぞれの指標を示す。 

1）アウトプット 0： 
アウトプット 指標 

0a: プロジェクト開始から**か月以内にベースライ

ン調査報告書が作成される。 
プロジェクトが適切に管理・調整される 0b: PO/APO に基づき、プロジェクトが定期的にモ

ニターされる（アウトプット会合、プロジェク

ト調整チーム会合、JCC 会議） 
 

本プロジェクトは、責任機関、実施機関を含めた関係機関が多く、また各機関がアウトプ

ットの実施責任を分担する実施体制となっているため、各機関が相互に連携し、目標を共有

することが、プロジェクトの円滑な実施、およびプロジェクト成果の発現のために極めて重

要であると考えられる。このように、本件では関係する各機関がプロジェクト管理に参加す

ることが、プロジェクト実施の基礎となっており、プロジェクト目標にあるように「関係機

関の連携｣を実現するための不可欠な要因であることから、その重要性を関係者が共有できる

よう、アウトプット 0 とすることで、活動内容を明記することとした。 

【活動】 

0-1: 合同調整委員会（JCC）を最低年 1 回行う 

0-2: プロジェクト・ディレクター、プロジェクト・マネジャー、アウトプット・コーディネ

ータ、長期専門家から成るプロジェクト調整チームを設置する 

0-3: 第 1 回 JCC の承認を得るため、PDM の指標を最終決定する 

0-4: JCC の承認を得るため、活動計画（PO）をもとに年間活動計画（APO）案を策定する 

0-5: 内部の定期会合（プロジェクト調整チーム会合を含む）を通し、PO/APO の進捗度及び

PDM 指標の達成度をモニターする 

0-6: プロジェクト効果の促進のため、プロジェクト調整チーム会合を通して、アウトプット

2 と 3 の間で意見交換、調整をする 

                                                        
9 WHO が提唱する WSP の策定手順は以下の 10 段階。1) 「水安全計画」作成のためのチームを編成、2) 浄水シス

テムの文書化と記述、3)「危害分析」と「リスクの評価」、4) 既存の提案されているシステムを評価、5) 「管理

手段」を特定、6) 管理手段を「モニタリング」する方法を定義、7) WSP が効果的に運用されることを「確かにす

る」ための手順を作成、8) 「支援計画」を作成、9) 通常時や非常時の「管理手順」を作成、10) 「文書化」と「情

報伝達」手順を確立。WHO (2004) Guidelines for Drinking-water Quality. Third Edition. 
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2）アウトプット 1： 
アウトプット 指標 

1a: **割以上のワークショップ参加者の満足度・理

解度が 5 段階の**以上になる。 
1b: ワークショップを通して、人材管理に関するニ

ーズ（研修やワークショップの項目等）が挙げ

られる。 

WSP に方向づけられた人材管理に関す

る WSC 上層部の意識が、意見・経験の

交換を通して、向上する 
1c: ワークショップ参加者の WSC の人材育成計画

がドラフトされる。 
 

中部地域の WSC が持続的に能力強化していくためには、各 WSC の特にトップ層が人材育

成の重要性を認識し、研修センターやワークショップなど、外部のリソースを活用した人材

育成に積極的に職員を派遣したり、その成果を WSC 内に還元する機会を作ったり、WSC 内

部での人材育成にリソースを充てたりすることが重要である。このため、アウトプット 1 で

は、中部地域の 18WSC のトップ層を対象として、人材育成や WSP の重要性の理解を促し、

WSC 内部の人材育成の推進力となることを目指す。活動としては、MOC が中心となり、ワ

ークショップや他の WSC を訪問するスタディ・ツアーを実施し、WSC の上層部の意見や経

験の交換を促す。 

【活動】 

1-1: フエにおいてキックオフ・ワークショップを開催する 

 プロジェクトの開始期に実施し、関係者に対してプロジェクトを紹介する。特にパイロ

ット WSC も含めた中部地域の WSC は、プロジェクトの実施体制には含まれておらず、

プロジェクト形成の協議にも参加していないことから、プロジェクトにおける WSC の

位置づけを説明し、積極的な関わりとコミットメントを促す機会とする。 

1-2: 中部地域の他の省において、テーマ別ワークショップを開催する 

 WSP を推進する際の WSC の課題や経験などを取り上げてワークショップを開催する。

ワークショップ毎に特定のテーマを定めて開催することとし、特にパイロット WSC で

の WSP 推進の活動についての紹介を含めることで、その進捗の確認と、他の WSC に対

する WSP 推進のきっかけとなることを狙う。 

1-3: フエにおいて最終ワークショップを開催する 

 プロジェクト活動の総括として、WSP の進捗に関するワークショップをフエにて実施す

る。 

1-4: ベトナム国内のスタディ・ツアーを実施する 

 WSC に対する聞き取りから、他の WSC を訪問することが非常に参考になること、しか

し機会が限られていることが挙げられているため、スタディ・ツアーを実施することで

WSC のトップ層が中部の他の WSC を訪問する機会とし、実地における経験の共有を促

す。 
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3）アウトプット 2： 
アウトプット 指標 

2a: WSP に関連する教材が**分野で改善、**分野で

整備される。 
2b: 研修センター講師が WSP に関連する***分野の

コースを担当できるようになる。 
2c: **割以上の研修参加者の満足度・理解度が 5 段

階の**以上になる。 

新設の研修センターにおいて、WSC の既

存職員を対象とする、WSP に方向づけら

れた短期の再訓練コースが利用可能にな

る
10
。 

2d: 研修実施管理のマニュアルが整備される。 
 

アウトプット 2 は、都市建設大学校（ハノイ）の元に新たに中部に設置された中部水セク

ター研修センターの強化を目指す。水道に関る分野の中でも特に、WSP を実施するために必

要な技術分野を中心に、研修の実施能力を強化する。対象となる分野は、① 水処理、② 水

質分析・評価、③ 電気・機械設備、④ 配水、⑤ パイプ・メーター設置、⑥ 財務計画、⑦ 人

事管理、⑧ 顧客サービスの 8 分野である。また、ターゲットとしては、ニーズ調査や研修効

果の評価等も含めたアウトプット 2 の全ての活動について、5 つのパイロット WSC を対象と

するが、この内、アウトプット 2 を通して実施される研修コースへの参加については、パイ

ロット WSC 以外の中部地域の WSC の既存職員も対象とする。 

【活動】 

2-1: 関係機関から、再訓練カリキュラム・教材、課題に関する情報を収集する 

 ベトナム国内の既存資料を収集し、整理する。特に、北部と南部における WSC の能力

強化の拠点となっている、ハノイの都市建設大学校の付属施設である水・環境研修セン

ター、及びホーチミンの建設第二大学校の付属施設である水道技術訓練センターのカリ

キュラム・教材等を収集、整理する。 

2-2: WSP に関連する WSC の再訓練ニーズ調査を行う（パイロット WSC を含む） 

 研修コースを開発する前に、対象となるパイロット WSC を中心に実態の調査を行う。

特に WSP の実施において、どのような研修ニーズがあるのかを把握する。 

2-3: WSP に方向づけられた研修センターの再訓練全体プログラムを策定する 

 ニーズ調査の結果を元に、プロジェクトで支援する研修コース以外も含めた、再訓練の

全体プログラムを整理、策定する。 

2-4: WSP に方向づけられた各パイロット WSC の再訓練計画を、各 WSC と協議の上、策定

する 

 2-3 で策定した全体プログラムを基に、各パイロット WSC の現状に合わせ、プロジェク

ト期間で開発する研修コースの計画を策定する。 

2-5: 再訓練コースの講師に対し、必要に応じて指導者研修を行う 

 研修センターの講師に対して、教育方法の面及び専門技術の面から、必要な能力強化を

行う。この一環として、本邦研修を活用する。 

                                                        
10 WSP を主導している WHO と連携することで、現場の状況に即した WSP の推進のための研修コースが準備され

る。 
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2-6: 上記再訓練計画で特定された再訓練コースのためのカリキュラム・シラバスを改善/開発

する 

 各研修コースにおいて、ニーズに沿ったカリキュラム・シラバスを開発する。なお、2-1

で収集した既存の資料が研修コースに該当する場合には、これを元に WSC のニーズに

合うように改善する。 

2-7: 上記再訓練コースのための研修資料を改善/開発する 

 各研修コースのための研修資料・教材を開発する。2-1 で収集した既存の教材がある場

合には、これを元に WSC のニーズに合うように改善する。なお、既存資料はベトナム

語であることから、研修センター講師が、これらの資料をレビューし、改定が必要な項

目を抽出する作業を担当する。専門家は、この抽出された項目について、改定作業を支

援することで合意した。 

 研修コースのうち「WSP 概論コース」については、WHO と連携することで合意してい

る。WHO は「ベ」国でも全国の WSC を対象に WSP 推進のためのワークショップを順

次開催している。本プロジェクトの活動の一つである研修センターにおける「WSP 概要」

の研修の開発・強化に関する活動については、現場に即したより実践的な研修とするこ

とが見込める。 

2-8: 再訓練コースを実施する（参加者による事前評価、実施後評価を含む） 

 中部地域の 18WSC を対象に、研修コースを実施する。研修の運営能力も含め、研修コ

ースに対して、参加者が評価を行う。 

2-9: フィードバックを目的として、参加者の上司が各再訓練コースの評価を行う 

 研修実施の一定期間後に、研修参加者の上司（WSC の上層部）に依頼し、研修コース

が有用であったかどうかの評価を行い、2-8 の結果も合わせて、研修コースの計画・内

容にフィードバックする。 

2-10:研修センター用の研修管理マニュアルを作成する 

  研修センターが、プロジェクト終了後も適切に研修コースを実施できるようにするため、

研修コースの計画・運営・評価の流れを研修管理マニュアルとして整備する。 

4）アウトプット 3： 
アウトプット 指標 

3a: **割以上のワークショップ参加者の満足度・理

解度が 5 段階の**以上になる。 
3b: HueWACO 職員が***分野の参照用運用ハンド

ブックについてワークショップを実施できるよ

うになる。 

WSC 運用ハンドブック（浄水処理、配水

管理、人材管理、及び顧客サービス分野）

の活用が HueWACO の経験・ノウハウの

共有を通して、パイロット WSC で推進

される。 3c: パイロット WSC で、運用ハンドブックのドラフ

トが作成される。 
 

アウトプット 3 では、先行の技術協力プロジェクト「中部地域人材育成プロジェクト」に

おいて、HueWACO で整備された施設設備の運用ハンドブックを、中部 WSC に普及すること

を目的とする。中でも、研修センターにおける理論の習得だけでは、実地における応用が難
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しいと思われる 4 分野（① 浄水処理、②配水管理、③人材管理、④顧客サービス）について、

HueWACO で整備された運用ハンドブックを元に、参照用のハンドブックを作成し、それを

普及するためのワークショップを HueWACO で行う。ターゲットはパイロット WSC に限る

こととし、パイロット WSC は参照用のハンドブックを WSC に持ち帰り、自らの職場でハン

ドブックを整備し、WSP のドラフトを策定していくことが期待される。その過程で技術的な

支援が必要な場合には、HueWACO の技術者が専門家に同行し、アドバイスをすることで合

意した。 

一方、リソースとなる HueWACO に対しても、能力を更に強化し中部地域のモデルとなる

ことが、中部地域 WSC が継続的に能力を強化していき、上位目標（中部地域において、安全

な水供給のための WSC の能力が強化される）を達成するために有効であると考えられる。従

って、HueWACO において未だ整備がされていない分野の運用ハンドブックの整備や、配水

管理分野においてベトナムでは先進的な技術である DMA
11
（水量、水圧、水質の遠隔監視）

の整備とこれらを用いた能力強化をアウトプット 3 に含める。 

【活動】 

3-1: HueWACO の既存の運用ハンドブック及び関連スタッフの技術・ファシリテーション能

力をレビューする 

 HueWACO が運用ハンドブックに関するワークショップを行えるか、どのような分野の

能力強化が必要であるかを把握する。 

3-2: WSP の状況についてパイロット WSC の調査を行う 

 WSP のドラフト作成の現状や課題などを把握するため、パイロット WSC の現状調査を

行う。なお、この活動は、2-2 の研修センターによる現状調査と合わせて実施する。 

3-3: HueWACO の職員が、運用ハンドブックを更新、作成する 

 HueWACO の運用ハンドブックについて、既存分野については、内容の確認、更新をす

る。また、運用ハンドブックが整備されていない分野は、新たに整備することで、中部

地域の運用ハンドブックのモデルとなることを目指す。 

3-4: パイロット DMA11（水量、水圧、水質の遠隔監視）を他の WSC へのモデルとして立ち

上げる 

 パイロット地区において DMA を設置し、これを用いた HueWACO 職員への研修を実施

する。また、DMA を用いた配水管理についても必要に応じて運用ハンドブックを整備

する。 

3-5: HueWACO の既存ハンドブックをもとに、参照用の運用ハンドブックを作成する 

 3-3、3-4 において整備された HueWACO の運用ハンドブックを元に、他の WSC が参照

できるような参照用のハンドブックに整理する。 

3-6: HueWACO の関連職員に対し、必要に応じて技術的スキル及びファシリテーション・ス

                                                        
11 DMA（District Meter Area）：配水区域をいくつかの配水区域に分割する際、送水管との分岐点にメーターを設置し、

その区域内の水量や水圧をモニタリングする配水管理のシステム。無収水対策に有効。 
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キルに関する研修を行う 

 HueWACO の各分野の担当職員が、3-5 で作成された参照用ハンドブックを用いて、他

の WSC の職員のためのワークショップを実施できるように、技術的な能力の向上及び、

ワークショップ実施のためのファシリテーション・スキルの向上を図る。 

3-7: パイロット WSC の既存職員を対象に、運用ハンドブック活用推進ワークショップを行

う 

 パイロット WSC の各分野の担当職員を HueWACO に集め、運用ハンドブックについて

のワークショップを行う。 

3-8: フィードバックを目的として、各ワークショップの評価を行う 

 ワークショップ実施後、ワークショップの効果について評価し、その結果を次のワーク

ショップ実施に生かす。 

3-9: ハンドブックの現場適用について、必要に応じて、パイロット WSC の職員を支援する  

 運用ハンドブックに関するワークショップ実施後、パイロット WSC でハンドブックの

整備が期待されているため、そのモニタリングを行い、技術的な問題について助言が必

要になった場合には、HueWACO の職員と連絡をとり、必要に応じてパイロット WSC

に出向いて助言を行う。 

3-10: 運用ハンドブック活用推進マニュアルを作成する 

 3-7、3-8、3-9 の活動についてマニュアルに整理し、プロジェクト終了後も継続的にこれ

らの活動が続くようにする。 

3-2-6 投入 
日本側からは、以下の投入が想定される。 

（1）専門家の派遣 

長期専門家： チーフアドバイザー/水処理、配水管理、研修管理/業務調整 

短期専門家： 水質管理、経営、設備維持管理、漏水管理、その他（必要に応じて） 

（2）プロジェクト関係者の本邦研修 

水道事業体の人材開発、WSP に関する分野  

（3）機材供与 

アウトプット 2：以下の分野の再訓練に係る機材 

水処理、水質分析、配管網、ポンプ、メーター、電気と自動制御システム、溶接、研

修コース 

アウトプット 3： 

中部地域のモデルとして、HueWACO へのパイロット水道区（DMA11：水量、水圧、水

質の遠隔監視）の設立に係る機材 

（4）在外事業強化費 

現地活動（主に研修活動）にかかる費用のシェア 
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ェクト・マネジャー、アウトプット・コーディネータ、長期専門家から成り、日常的なプロジェク

ト運営に関して、協議を持つ。 

なお、パイロット WSC を中心とした中部の WSC は、プロジェクトのターゲット・グループであ

るが、直接的なカウンターパートとはなっていない。人材育成を始めるための関係機関の能力強化

と連携強化を促しながら、WSC における WSP の普及が進むように働きかけていく。 

3-5 プロジェクト実施上の留意点 
プロジェクト実施に際し、以下の事項に留意してプロジェクトを実施する必要がある。 

1）人材育成分野の課題（第一次詳細計画策定調査 青竹団員 所感） 

都市建設大学校については、ハノイ本校の施設（特に浄水プラント）を見る限り、講師陣

の水の安全性に関する意識が高いとは言えない。また、いたずらに施設の違いによる維持管

理の違いを強調する傾向にあり、水道の維持管理の本質に関する理解が低い可能性がある。

また、これまでは WSC 職員向けの短期研修についても座学重視であり、WSC からの OJT の

要望に応えられていない。都市建設大学校等の研修センターを行う講師陣の意識・知識は、

学生及び研修生の意識に大きな影響を及ぼすと考えられるため、水の安全性や維持管理に関

し講師陣に対してトレーニングを行う必要があると考えられる。 

HueWACO の職員については、「中部地区水道事業人材育成プロジェクト」等により意識が

向上するとともに維持管理能力が向上したと考えられるが、ハンドブックの内容を他の WSC

に教える能力についてはまだ高いとは言えないと考えられる。したがって、HueWACO の職

員に対し、ハンドブックの内容をシェアするためのトレーニングを行う必要があるが、当該

職員が将来的にもトレーナーとなれるような体制の確立が必要である。これについては、ア

ウトプット 1 で行われるワークショップを通じ、建設省、上下水道協会、研修センター、

HueWACO で議論が進み、HueWACO での活動をサポートする体制が整備されることが望まれ

る。技術者や作業員に対する研修に関する研修センターと HueWACO の役割分担についても

同様である。 

2）関係機関の連携 

アウトプット 2（研修センターでの研修）及びアウトプット 3（HueWACO のハンドブック

普及活動）では、現地調査などの共同での活動、双方で扱う技術項目、内容の調整、活動ス

ケジュールの調整、研修施設の融通などが必要となり、日々のコミュニケーションが重要と

なる。このため、プロジェクトを効率的に・効果的に実施するために、プロジェクト実施体

制として「プロジェクト調整チーム」を設立することとした。本プロジェクトは、それぞれ

の役割と強みを持った各機関が、それぞれの能力を強化しながら、WSC の人材育成のために

相互に協力できる体制の構築を目指しており、プロジェクトの実施を通して各機関の連携を

促すよう、丁寧に働きかける必要がある。 

3）HueWACO の本来業務への配慮 

パイロット WSC における WSP 実施のためのモニタリング活動は、パイロット WSC が運

転ハンドブックを含む WSP の適用にあたって技術的な支援を必要とした場合に、HueWACO

の技術者が WSC を訪問し、助言を行う形で実施する。しかし、これらの活動は HueWACO
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にとって本来の業務ではなく、また人材の余裕も十分とは言えないため、HueWACO 職員が

頻繁に現地を訪問することは難しい。したがって、現地を訪問してのモニタリングだけでな

く、日常的に WSP と HueWACO が連絡を取ったり、訪問前に問題点について情報をやり取り

して準備するなど、HueWACO の日常業務との調整のため、現地モニタリングの期間をでき

るだけ短くする工夫に留意する必要がある。 

4）WHO との連携 

WHO は世界各国で WSP を推進しており、「ベ」国でも全国の WSC を対象に WSP 推進の

ためのワークショップを順次開催している。WHO は現在 Aus-AID の支援で、大学の学生向

けカリキュラムに WSP のプログラムを導入するプロジェクトを準備中であり、本プロジェク

トで、WSP を再訓練コース（既存職員を対象とした研修コース）に導入することを評価して

いる。また、本件の活動の一つである研修センターにおける「WSP 概要」の研修の開発・強

化に関する活動については、現場に即したより実践的な研修とするために、WHO のローカル

コンサルタントと日本人専門家とが協力する体制を取ることで同意している。 

5）ローカルコスト負担項目 

研修活動等に対して、中部 WSC からの出席者に対する参加費の支援の必要性が、「ベ」国

側から指摘された。特に、プロジェクトの初年度については、予算年度途中からの開始にな

るため、各機関の人材育成に対する予算措置がされていない点、また中部でも遠方の WSC か

らもワークショップ等に参加を促す必要がある点などから、参加者の交通費等のローカルコ

ストを負担するということで、日本側と「べ」国側で合意した。 

これらの予算確保については、プロジェクト終了時までに MOC で作成される人材育成の

ための具体的な計画案で関係各機関の人材育成のための費用負担が明記され、それに向けて

各機関が予算確保を進め、プロジェクト終了後はベトナム側だけで活動を継続することがで

きるように措置するとのことである。詳細計画策定調査においては、双方の負担分について

大枠合意したものの、プロジェクト実施段階においては、このような先方の自立性を促すよ

うな働きかけを取っていく必要がある。 
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第4章 事前評価結果 

以下の視点から総合的に判断した結果、本プロジェクト実施は適切と判断される。 

4-1 妥当性 
本プロジェクトは、以下の理由により妥当であると考えられる。 

 必要性 

本プロジェクトの上位目標、及びプロジェクト目標は、5-2、5-10 に記載のある「ベ」国、対象

地域（中部地域）及びターゲット・グループ（WSC 既存職員）のニーズに合致している。 

 優先度 
本プロジェクトの上位目標、及びプロジェクト目標は、5-1 に記載の通り「ベ」国の開発政策（「十

ヵ年社会経済開発戦略（2001~2010）」）、及び日本の援助政策（ODA 大綱及び国別援助計画）と

の整合性がある。また、中部地域は、他地域に比較して経済発展が遅れ、貧困層の割合が高い

ため、保健・衛生指標が劣っており、WSP に基づく安全な水供給の必要性と優先度は高いと言

える。中部地域には中小規模の WSC が多い上、水道セクターの中核としての研修センターがな

く、人材育成条件の面で他地域と格差が生じていることから、対象地域選定は適切だと考えら

れる。 

 本プロジェクトでは、5 都市の WSC をパイロットとして設定している。これらは 1) WSP を

実施する意欲の高さ、2) 施設の整備状況13、3) プロジェクト実施後はリソース機関として周辺

WSC に働きかけることができる程度の事業規模、4) 地政的な重要性、等の基準を元に、MOC

が上下水道協会に諮問した上で提案されており、「ベ」国側のニーズ、パイロットサイトとして

の能力の点から、パイロット WSC として妥当であると考えられる。 

4-2 有効性 
本プロジェクトは、以下の理由により有効であると考えられる。 

 プロジェクト目標の内容 
中部地域の水道セクターにおいて、WSP に基づく安全な水供給を達成するためには WSC の既

存職員の人材育成を行う必要性があり、その優先度は高いが、現状では、不十分であることが、

関係機関との調査・協議を通して確認されている。人材育成には研修機関と事業体が連携して

あたることが必要14であり、本件のプロジェクト目標「中部地域において、関連機関の強化され

た協力関係を通して、WSP に方向付けられた WSC の人材育成が開始される」は、この現状の

課題を解決するために設定されている。 

 因果関係 
本プロジェクトでは、3 つのアウトプット、①WSC トップ層を対象とする意識形成、②新設の

中部水セクター研修センターにおける再訓練コースの整備、及び③WSC の現場における運用ハ

                                                        
13 WSP は、水源から蛇口までをシステムとして危機管理するためのモニタリング体制の整備であるため、水道事業

体のレベルとして、浄水場や配管網などの整備がある程度進み、水の安全性を検討できるレベルであることが、

モデルとしては適当と言える。 
14  JICA （2008）『キャパシティ・ディベロップメントに関する事例分析 水道人材育成分野』における提言。 
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ンドブックの普及促進を通じて、目標（プロジェクト目標：中部地域における WSP に向けた

WSC の既存職員の人材育成の開始）の達成を目指すものである。 

 アウトプット 1 は、WSC のトップ層を対象に、WSP や人材育成の重要性への認識を高め、

WSC 間での情報共有を促進することが計画されており、これを達成することで、WSC 内部で

の人材育成を推進する原動力となって、各 WSC が職員研修の予算を措置したり、WSC 内部で

の職員の人材育成を促進したりすることが期待され、プロジェクト目標である「WSC の人材育

成が開始される」に貢献する。 

 アウトプット 2 は、研修センターの強化によって、中部の 18WSC が WSP に関する包括的な

知識・技術を身につける機会を確立する。 

 アウトプット 3 は、WSP を完成している HueWACO の知見を活用し、HueWACO で用いられ

ている運用ハンドブックをパイロット WSC に普及し、現場での適用を支援する。この達成によ

って、パイロット WSC の現場レベルの能力を強化すること、また参照用運用ハンドブックが整

備され、WSP の実践についても HueWACO 及びパイロット WSC での経験が蓄積された状態と

なり、他の中部 WSC が WSP を整備する際に参考となることが見込まれ、これによってプロジ

ェクト目標の達成に貢献する。 

 各アウトプットの実施責任主体は、アウトプット 1 が MOC、アウトプット 2 が研修センター、

アウトプット 3がHueWACOと役割分担されているが、プロジェクト目標を達成するためには、

各機関がアウトプットの担当をするだけでなく、プロジェクト全体に対するオーナーシップを

持って、相互に協力することが不可欠である。そのため、アウトプット 0 として相互に連携し

てプロジェクト管理を行うことが関係機関で共有されている。さらに、各アウトプットは、「WSP

に沿った人材育成」という点で相互に密接に関連しており、例えば、研修コースで理論を研修

した分野について、HueWACO でハンドブックを用いた実践的な情報を提供し、その成果をパ

イロット WSC が現場に持ち帰り、現場での適用の進捗や課題についてワークショップで報告す

るなど、技術分野ごとに内容の重複を避けたり、効果的な連携を検討したり、また各機関が強

みとする視点から助言しあったりするなど、各活動間での調整が必要となる。このような活動

を通して、相互のアウトプットの質が高まると共に、関係機関の協力関係がより強化されるこ

と（プロジェクト目標）が見込まれる。 

 プロジェクト目標にいたる外部条件（研修センターの予算確保）も、MOC での確認により、

満たされる可能性が高いと見込まれる。その他、プロジェクト目標達成を阻害する要因は現時

点で予測されない。 

4-3 効率性 
本プロジェクトは、以下の理由により効率的に実施されると予測される。 

 投入の質・量 
活動は関係者間の協議を通して計画され、アウトプット毎に、現状調査、計画、実施、フィー

ドバック、マニュアルへの手順の文書化など、プロセスを追って計画されている。本プロジェ

クトの対象分野は、4-2 で記述したように WSP に関する分野に焦点が絞られていることから、

各活動間でのシナジー効果が期待できる。また、研修センターに対する機材供与については、

再訓練の研修コースであることを念頭に、WSC の現状にあわせた機材が選択されており、適切

であるといえる。 
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 プロジェクト・スタッフは、MOC、HueWACO において担当分野の経験の長い職員が必要な

人数、指名されている。研修センターは、都市建設大学校（ハノイ）の下部機関としてフエに

新たに設立された。この都市建設大学校は、同研修センター以外に、大学校本校の付属施設と

して、水環境研修センター（ハノイの大学校の敷地内）とフエの大学校分校があるが、研修セ

ンターの所長は、ハノイの水環境研修センター講師が新たに任命されており、他のスタッフに

ついてもハノイのセンターもしくはフエ分校から、経験のある講師が任命されるとのことで、

プロジェクト活動の効率性が確保される。 

 この他、研修センターで開発する研修コース「WSP 概論」の開発においては、WSP を提唱し

ている WHO と提携することで合意している。WHO は、ベトナム各地で WSP を推進してきた

実績があり、本プロジェクトで現場の状況に即した効果的な研修コースの開発をするにあたっ

て、WHO のリソースの活用は効率的であると言える。 

 また、アウトプット 3 では、先行案件「中部地区水道事業人材育成プロジェクト」を通して

HueWACO で整備された運用ハンドブックや漏水探知ヤードを用いた研修を、本プロジェクト

でパイロット WSC に広げていく計画であり、過去のプロジェクトの成果をリソースとして効率

的に活用していると言える。 

 また、前提条件である WSP に対する政府の方針の継続性は、5-2-2 に記載の通り、建設省令

として規定されており、また MOC の WSP に対する認識も協議を通して明らかであることから

満たされると見られる。以上から、アウトプットは、投入・活動の結果として実現されると見

込まれる。 

 留意事項 
アウトプットごとに異なる実施機関間の連携の確保が挙げられる。PDM/PO の活動には、プロ

ジェクト内部の連携・調整の促進のために、プロジェクト調整チームの形成や定期会合の開催

などが組み込まれており、これらの有効活用により、効率性を確保することが期待される。 

4-4 インパクト 
本プロジェクトのインパクトは以下のように予測できる。 

 波及効果 
パイロット WSC として 5 つの WSC が選定されており、これらがモデルケースとして他の WSC

へ波及する、あるいは HueWACO と同様の人材育成のリソースとして WSP 推進の参考となるこ

とが期待される。 

 研修センターにおける活動は、WSP に関する分野に限定しているが、他分野についても、プ

ロジェクト活動を通して整備される研修センターの全体プログラムに沿い、能力強化された講

師によって、実施されることが見込まれる。また、プロジェクト活動によって整備・強化され

たカリキュラムや教材などの成果品は、他地域（北部・南部）の水道分野の大学等で活用され

るなど、プロジェクト成果の波及効果が期待できる。 

 上位目標レベルのインパクト 
本プロジェクトは、中部地域での水道分野における持続的人材育成の最初の 3 年の立ち上げ期

を支援する位置づけであり、プロジェクト目標を「中部地域において、関連機関の強化された

協力関係を通して、WSP に方向づけられた WSC の人材育成が開始される」と設定している。
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プロジェクト期間終了後、関係機関の協力のもと、中部人材育成計画に沿って、研修センター

における研修コースが継続的に実施され、各 WSC における WSP が推進されることで、上位目

標（「中部地域において、安全な水供給のための WSC の能力が強化される」）達成に向けた効果

の発現が見込まれる。 

 上位目標の達成によって、各 WSC が WSP に責任を負うことを定めた大臣決定書 No.16「水

供給の安全に関する規定」（2008 年 12 月策定、5-2-2 参照）の実施に大きなインパクトを与える

ことが期待される。また、中部地域の WSC の給水区域の住民に対しては、安定的に安全な水を

供給することが見込まれ、対象地域の貧困層に対しても衛生環境の改善が期待される。 

 負のインパクト 
現時点で予測されない。 

4-5 自立発展性  
本プロジェクトの正の効果は、相手国政府により以下の通りプロジェクト終了後も継続されるも

のと見込まれる。 

 政策・制度面 
安全な水供給のための WSC の人材育成/能力強化に関する法的・政策的支援は今後も継続され

るとみられる。また、プロジェクト終了後の中部地域における具体的な人材育成計画について、

責任機関の MOC が、関連機関との連携・協力の下、プロジェクト終了時を目処にドラフトを

策定することで合意しており、プロジェクト目標の指標のひとつに設定されている。この人材

育成計画は、プロジェクトの成果を反映して作成され、それに基づき人材育成を行う計画に変

更がなければ、プロジェクト終了後も引き続き WSP に方向付けられた WSC の人材育成が持続

していくことが期待できる。 

 組織・財政面 
アウトプット 2 の実施機関である研修センターにとって、WSC 対象の再訓練は本来業務であり、

組織ニーズと合致しているため、オーナーシップは確保されており、協力終了後も、関連活動

は継続されると判断される。プロジェクト・スタッフは正規職員であり、雇用は保証されてい

ること、専門性が高いことから、協力終了後も関連部署に配置され、また人材育成に貢献する

と見込まれる。また、センターの予算は、都市建設大学校内において独立しているものの、必

要であれば本校から助成が出されることとなっており、財政的な基盤も安定していると言える。

以上から、センターの組織・財政面での自立発展性は高いと見込まれる。 

 HueWACO は、先の技術協力プロジェクトにおいて設置された漏水探知等の研修ヤードを適

切に維持管理し、自己資金で拡張したり、組織内だけでなく他の WSC からの視察を受け入れた

りしていることなどから、本プロジェクトで供与予定のパイロット DMA の施設設備について

も、その知見を得て、適切に維持管理され、ベトナム国内でのパイロット施設となり、研修施

設として活用されることが見込まれる。 

 パイロット WSC では WSP のドラフトが完成するため、これに沿って安全な水を供給するた

めの改善が続けられていくことが見込まれる。 

 プロジェクト全体を通して、MOC ではプロジェクトの成果が有効である場合には、予算を措

置して、研修センター以外での活動も継続していくことを約束している。また、前項で記述し
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たように、MOC はプロジェクト終了までに人材育成計画のドラフトを策定することに合意して

おり、これを基に関係機関との連携を継続し、プロジェクト効果が持続することが期待できる。 

 技術面 
アウトプット 2 については、WSC の再訓練は研修センターの本来業務であり、移転技術及び全

体プログラム、研修コース（カリキュラム・シラバス・教材・管理マニュアル等）等の成果品

は引き続き活用されると見込まれる。アウトプット 3 については、HueWACO でのハンドブッ

クの完備と DMA の設置を通して、HueWACO が中部地域の WSP のより高次なモデルケースと

なることが見込める。一方、パイロット WSC では、HueWACO の参照用運用ハンドブックを元

に、自らのハンドブックを整備すると共に、各 WSC での施設・運営維持管理の状況に合致した

WSP のドラフトが完成するため、プロジェクト終了後はこの WSP のドラフトに沿って、水道

事業の運営が適切に行われることが期待される。 

4-6 モニタリングと評価 

4-6-1 モニタリング 
本プロジェクトにおいては、「プロジェクト調整チーム」の活動として、最新 PDM 及び PO (Plan of 

Operation) / APO (Annual Plan of Operations) に基づき、主として活動の進捗度及びアウトプットの達

成度に関する定期モニタリングを行う。また、半年に一度、プロジェクト事業進捗報告書を合同で

作成し、JICA 本部事業部及びベトナム事務所に提出する。さらに、年 1 回の合同調整委員会（以下

JCC、Joint Coordinating Committe）の定例会合の前に、モニタリング結果を含んだ年間報告書及び次

年度の年間 PO を提出する。 

（1）活動のモニタリング（進捗モニタリング） 

活動の進捗状況のモニタリングは PO/APO に基づき、プロジェクト調整チームが中心とな

って定期的に行う。プロジェクト調整チームの定期会合の議題には、1) 主な活動実績（PDM

活動項目ごと）、2) 次期の活動計画（PDM 活動項目ごと）、3) プロジェクト実施上の課題及

び対策（JCC で検討するか否かを含め）等が考えられる。 

1）アウトプットのモニタリング（指標の達成度のモニタリング） 

アウトプットの達成度のモニタリングは、PDM の指標ごとにデータの収集→集約整理→判

断決定→フィードバックの担当者・頻度等を決めて、プロジェクト内部で行う（下表のモニ

タリング・チャートのフォーマット例参照）。本プロジェクトにおいて、指標は第 1 回 JCC ま

でに最終化することが計画されているが、このときにモニタリング・チャートもあわせて作

成することが望ましい。 

表 4-1 アウトプット 1 のモニタリング・チャートのフォーマット例 
Data Collection Data Summarization Judgment/Decision Feedback 

Sl Indicator 
of PDM 

Means of 
Verification 

of PDM 
Person in 

charge 
Timing/ 

frequency Method Person in 
charge

Timing/ 
frequency Method

Person/
meeting 
in charge

Timing/ 
frequency Timing Method

1 1a**** ***           

2 1b*** ***           

参考：JICA『事業マネジメントハンドブック』(2007) 
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（2）プロジェクト目標のモニタリング（指標の達成度のモニタリング） 

アウトプットのモニタリングに準ずる。 

4-6-2 評価 
本プロジェクトにおける評価調査は、JICA 職員を中心とする日本側調査団と、ベトナム側が選定

したベトナム側評価メンバーによって構成される合同評価調査として実施され、「JICA 事業評価ガ

イドライン（改訂版）」に沿って、評価 5 項目の観点から行われる。評価調査はプロジェクトの中間

地点（中間レビュー調査）及びプロジェクト終了の約半年前（終了時評価調査）の二度行われる。

中間レビューにおいては、プロジェクト活動の改善を図るための対策についての提言と他の類似案

件への教訓が引き出される。終了時評価においては、プロジェクトの残り期間の活動の改善を図る

ための対策についての短期的提言及びプロジェクトの効果を持続させるための長期的提言、さらに

他の類似案件への教訓が引き出される。さらに、プロジェクト終了後 3 年を目処に、事後評価調査

が実施され、プロジェクトの上位目標の達成やその他のインパクト及び自立発展性について検証さ

れる。 

なお、中間レビュー評価、終了時評価の提言のフォローアップに関するモニタリングはプロジェ

クト調整チームが中心となって行い、結果を JCC に報告する（年間報告書に記載する）。また、日本

側はこれに加え、JICA に対するプロジェクト事業進捗報告書にてモニタリング結果を報告すること

が望ましい。参考までに、フォローアップ状況に関するモニタリング・フォーマット例を以下に示

す。 

表 4-2 評価の提言のフォローアップ状況のモニタリング・フォーマット例 
Date：  

Degree of Progress: A=Achieved, B=Ongoing, C=Action not yet taken, D=Others 

# Suggestions/ Recommendations 
of Joint Evaluation 

Person in 
Charge 

Degree of 
Progress Current Situation/Remarks 

1.     

2.     
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5-1 

5-1-1 

9 2001 Ten-Year 

Socio-Economic Development Strategy 2001-2010

5 2006 - 

2010 2010 95% 75%

2006 4 10
15

2025 Orientation for Development of Water Supply for the Urban 

Area until 2025 2009 11 1)

2) 

3) 2025 100% 120

4) 15% 5) 24

6) 6

5-1-2 

ODA 6

ODA

2009 7 JICA 1)

2) 3) 4) 4

3)

HueWACO

WSC

15 2011-2015 2009 11 2011 1 11

98 96%
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1995

SPL
16

SPL

HueWACO III

I III IV V

VI WSC

WSC

WSC

5-2 

5-2-1 

1995 2005 10 1500 2240

25

2006 62% 1400
17

 5-1 6 2009

11 V 754 V 10,000

Residential Area

 5-1 2009 11

km
2

 150 1000

I 50 150 50 1000 7

II 25 50 25 50 14

III 10 25 12.5 25 45

IV 5 10 8.5 12.5 40

V 0.4 5 2 8.5 646 

WSC

MARD P-CERWASS Provincial Center for Rural Water Supply 

and Environmental Sanitation 2004
18

5 IV

WSC 5 V District town CERWASS 

16 SPL

I V 1,200 VI

I -1995 II -1996 III -1998

IV -2002 V -2005 VI -2009

17 ADB “Water Sector Reviews -Vietnam-“ 2009. 2006

18 JICA (2004)
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V WSC P-CERWASS 

WSC V

WSC 68 420

1998 210 m
3
/ 10 2008 548 m

3
/

75% 420 m
3
/ 2015

920 m
3
/

70% 10

42% 1998 32% 2008 10%
17

5-2-2 

1

(a)

1998 5 1999 1

No.179/1999/ND-CP 1999 12 30

PPC

(b) 117

2007 7

117  (Decree No. 117/2007/ND-CP/11 Jul 2007 of the 

Government on the production, Supply and Consumption of Clean Water)

1

2

3

4

5

6

7  (water supply safety) 

8

9

1 4
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water suppliers

7 58

flow capacity

8 60

a)

b)
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(Prime Minister)

MOC
MARD

MOH (MPI)

ODA

(MOF)

ODA
MOC MARD

Provincial / Municipal People’s Committees (PPC)

- Department of Construction
- Department of Traffic and Public Work
- Department of Planning and Investment

WSC

2008 PPP
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c)

d) inspect

ODA

ODA

Provincial Departments for Construction and Departments for Transport 

and Public Work
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(c)

2009 11  1929 Decision No 1929/2009/QD-TTg 1998

2020 2025 (“Orientation on 

Development of Water Supply of Urban Areas and Industrial Zones in Vietnam up to 2025 )

 (b) 117

1) 2)

3)

 5-2

2015 2020 2025

I-III 120L/ 90%

IV 100L/ 70%
120L/ 90%

V 100L/ 50% 100L/ 70%

120L/

100%

I-IV < 25% < 18% 

V < 30% < 25% 
< 15% 

I-III 24h 24h I-IV

IV-V 
V

24h 

(d) Decision of Minister of Construction

WSP 2006 WHO

WHO Aus-AID

WSC WSP 2008

12 16 Decision 

No.16/2008/Qd-BXD dated 31 December 2008 of Minister of Construction on promulgating 

regulation on water supply safety Regulation on water 

supply safety

1

1

2

2

3 WSP

4 WSP

5 WSP

6 WSP

7 WSP

8

3

9

10

4
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2

2025 2009

11

4 1 2-e

1 -2-f

2 -1

5-2-3 WSC
19

WSC Water Supply Company

68 WSC WSC PPC State-own-company 
20

PPC WSC 

Director PPC

WSC

68 WSC 420 WSC 2005

17,457 1,323 11,437

19 JICA /

(2009 )

20 PPC

Circular No. 100/2009/TT-BTC 2009 5 20 2009 7

5

 150

 50 150
3,000VND 16 12,000VND 62

 25 50

 10 25

 5 10

 0.4 5

2,000VND 10 10,000VND 52
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3,061 1,639 Orientation for 

Urban Water Supply Development 2020 1998 WSC

WSC

5-2-4 

2025

2009 11

Decision 118/QD-BXD 2

3 WSC
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University of Architecture

Construction College No.1

College of Urban Works Construction 

Construction College No.3

Hue Branch, College of Urban Works Construction 

Construction College No.2

Western Construction College

JICA /

(2009 )
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 5-4

 University of Civil Engineering

WHO-AusAid WSP 2

HCMC Polytechnic University 

HCMC University of Architecture 

JICA /

(2009 )

5-2-5 

1

 5-5 2001

SAWACO

2007

 5-5

1. 2001 2003

2. 2003 2005

3. 2004 2005

4. 2007 2009

2

 5-6  5-7  5-8

I III I III

18WSC

WSC

 5-6

1.  1996 1997

2.  2001 2003  (MARD) 

3.  1998 2000 MARD

4.  2001 2002 MARD 

5.  2007 2009
MARD

4
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 5-7

1.  1993 1996
2

2.  1999 2001

3.  2002 2005 MARD

4.  2006

 5-8

1.  (I) (II)
1998 2003 

2004

2.  (I)  (III) 1995 1996 1998 

3.  (I)  (III) 2002 2005 2009 

5-2-6 

1

3
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A=

B=

C=

1.
KrongKmar Water Supply 

Company 

2007-

2009
Dak Lak n/a A, B 

2.
Expansion and upgrade the water 

system in center of Buon Trap town 
n/a 

2007-

2009
Dak Lak n/a A, B 

3. Gia Nghia Water Plant 
1997-

2012
Dak Nong n/a A, B 

4. Bac Lieu Water Plant n/a 
2001-

2009
Dak Nong n/a A, B 

5.
Tan An Town Underground Water 

Plant 
n/a 

2004-

2008
Long An 

Long An Water 

Supply 

One-member 

Co., Ltd 

A, B 

6.
Project on reduction of non-revenue 

water in HCMC 
n/a 

2008-

2011
ADB HCMC 

Saigon Water 

Supply 

Corporation 

A, B 

7.
Project on program support to 

Saigon Water Supply Corporation 
n/a 

2008-

2011
ADB HCMC n/a A, B 

8.

Technical Cooperation Project on 

preparation for the investment 

project on reduction of non-revenue 

water 

2008-

2009
ADB HCMC n/a A, B 

9.
Sa Dec Water and Environment 

Hygiene Company 
n/a 

2008-

2009
Dong Thap n/a A, B 

10.

The third project on water supply 

and hygiene in towns, cities ADB 

1880-VIE (SF) 

n/a n/a ADB Tay Ninh n/a A, B 

11. Tan Hiep Water Plant 
2006-

2009
Binh Duong n/a A, C 
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A=

B=

C=

12. Nam Tan Uyen Water Plant n/a 
2006-

2009
Binh Duong

Binh Duong 

Water Supply 

and Sewage 

One-member 

Co., Ltd 

A, C 

13. Thien Tan Water Plant n/a 
2006-

2009
Dong Nai n/a A, C 

14.
Ha Tien Water Supply and 

Environment Hygiene Factory 
n/a 

2002-

2008
Kien Giang n/a A, C 

15. Dong Van Water Plant n/a 2009 Ha Giang n/a A, B 

16. Nguyen Binh Water Plant n/a 2009 Cao Bang n/a A, C 

17. Na Phac Water Plant n/a 2008 Bac Kan n/a A, B 

18. Bang Lung n/a 2008 Bac Kan n/a A, B 

19. Cho Ra Water Plant 2009 Bac Kan n/a A, B 

20. Binh Lu Water Plant n/a 2008 Lai Chau n/a A, B 

21. Yen Chau Water Plant n/a 2008 Son La n/a A, B 

22. Me Linh Water Plant n/a 2009 Vinh Phuc n/a A, B 

23. Lap Thach Water Plant n/a 2009 Vinh Phuc n/a A, B 

24. Chu Water Plant n/a 2008 Bac Giang n/a A, B 

25. Lim – Tien Du Water Plant n/a 2007 Bac Ninh n/a A, B 

26. Kien An Water Supply Project n/a 2009 Hai Phong n/a A, C 

27. Minh Duc Water Supply Plant n/a 2007 Hai Phong n/a A, B 

28. An Bai Water Plant n/a 2008 Thai Binh n/a A, B 

29. Hung Nhan Water Plant n/a 2009 Thai Binh n/a A, B 

30. Tein Hung Water Plant n/a 2009 Thai Binh n/a A, B 

31. FA II Project in Vu Ban n/a 2009 Nam Dinh n/a A, C 

32. Project for 9 towns in Binh Dinh n/a 
2007-

2009
Binh Dinh n/a A, C 

33.
Project on anti-non-revenue water 

in HCMC 
n/a 

2007-

2009
HCMC n/a A, C 

34.
Project on anti-non-revenue water 

in Da Nang 
n/a 

2007-

2009
Danang n/a A, C 

A



 5-12

 5-10

A=

B=

C=

Minh Yen Water Plant 2010 Ha Giang A, B 

Tam Son Water Plant 2010 Ha Giang A, B 

Muong Lay Water Supply Plant 2010 Dien Bien A, B 

Song Cong Water Supply Company 2010 Thai Nguyen A, B 

Project on water supply in 4 

communes, My Long District 
2010 Nam Dinh A, B 

Tan Phu Safe Water Factory 2009-2012 ADB Ben Tre A, B 

Project on urban water supply in 

Mekong River Delta 
2010 

(AFD) 
A, C 

Program on Water supply for towns 

(phase 2) 
2009 -2012 

8
A, B 

Program on Vietnam urban water 

supply 
2009-2012 A, C 

A

2 WHO 

WHO

WHO 2006 WSP

WSP

 5-11 WHO-AusAID WSP 1

2007

 2008

1) WSP 7

68 45

2)  3 WSC Hai Duong, Hue, Vinh Long

3) 3 WSC WSP

2008

10 11

2008 11  WSP

2008 12  WSP WSC No16

2009 23 23 WSC

WHO
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WHO WPRO
21

WSP WHO-AusAID

2 WSP

WSP 2

WHO WSP

University of Civil Engineering

2 1 2010 5 10

WSC WSP

WHO 2010 WSC WSP

WHO WSP

WSP WHO

WSP WHO

5-3 

5-2-2 2007 117 Decree No.117/ 

2007/ND-CP, 11 July 2007

2006 

Decision No.06/2006/ QD-BXD

5 1

2 2 1 1

21 WPRO Western Pacific Regional Office WHO

37
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General Affairs

(4)

Environment

(2)

Water Supply &

Sewerage (5)

Urban

Transportation (2)

Project

Managemnet Unit

Deputy Director

Director General

Water

supply
Sewerage

 5-2

5-4 1

5-4-1 

2

2009 11 118 Decision No: 118/QD-BXD

2009 11 118

1

2

3

4

118

5-4-2 

2009 9

10 3 7

Training Board Overall Organizing Board 1

Training Board Technical Division Technical Division 

7 9 water analysis water treatment experiment indoor pipe installment outdoor pipe 
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installment water pipe network in miniature water meter pump welding electricity and 

automation

 5-12

1.  Director of Center 1  

2.
Head of Training Board concurrently  

in charge of  Manager of Technical Division 
1

3.  Head of Overall Organizing Board 1  

4.  Lecturer of water analysis 1  

5.  Lecturer of water treatment 1  

6.  Lecturer of indoor and outdor pipe installation 1 2

7.  Lecturer of network management 1  

8.  Lecturer of pump and water meter 1 2

9.  Lecturer of welding techniques 1  

10.  Lecturer of electricity and automation 1  

10

 5-3
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5-4-3 

12

 5-13

 5-13

1 7

2 8

3 9

4 10

5 11 

6 12

25 2 3 300

5-4-4 

R/D 2

 5-13

 5-14

 5-14

I.

II.

III.

IV.

V.

VI.

VII.

VIII.

5
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5-5 2 HueWACO 

5-5-1 

HueWACO 2009

WSC

60 90,000m
3
/ 561 200

4

HUEWCO  5-15

 5-15

Basic Information

Address Hue City

Year established 1909

No of Employee 561 employees Full-time 361 Part-time  about 200

Business activity excluding water supply Manufacturing and sales of mineral water bottle

Target service area Tua Thien Hue Province

Total population in service area(mil people) 1.2

Served population mil people 0.6

Served population rate 50%

Target served population rate up to 2020 85-90%

Management and Financial indicator Customer relation/ Customer service

Total WSC's revenue
VND

Dept. of Customer Relation/ Customer

Service
O

Total WSC's expenditure VND Manual for Customer Relation/ Service O

Revenue from water supply works 72.0 billion VND Record on responses to customer's request O

Expenditure from water supply works 72.0 billion VND No of responses to customer's request 2,628

Working Ratio

Water sales/Water operating cost

1.00 No of Public Relation activity 9

Governmental subsidy bil VND 30 No of PR materials 11

Water tariff collection rate 97-98% Needs Survey/ Customer Satisfaction

Survey

2007, 2008

Water tariff

   Domestic 2,500VND/m
3

   Administrative/ Industrial 4,620VND/m
3

   Commercial 6,750VND/m
3

ISO 9001 O

Human Resource Development O&M and technical level of Water Supply Utilities

HRD plan/ program O No of connection 97,000

Annual budget for HRD 1.59 bil VND Average daily supply amount(m3) 75,000-90,000

Qualification/Upgrading test water supply service hours(h) 24h

   No of staff taking test person 323 Total length of pipeline(km) 1,700km

No of annual participants in training course

(total)

896 Uncounted for Water(UFW) 15%

   management staff person 599 Water Safety Plan WSP O

   technical staff person 297 No of Water Quality parameters checked 29

training seminar by themselves/ No of

workshop

12 Frequency of checking turbidity, pH, residual

chlorine

everyday

No of training manual/ handbook 7 ISO/IEC 17025 O

Outside training institutions Declaration of Safety Water O

  - College of Construction No.2 Record on O&M O

No of manual/ handbook 6

Thua Thien Hue Water Supply State-one Member Limited Company (HUEWACO)

JICA /

(2009 )
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5-6 

HueWACO 348

Director

Vice Director

(Water Production)

Vice Director

(Capital Construction)

Phu Duong WS Branch (19)

Mechanic & Electric Factory (25)

Technical Department (5)

ISO Board

Phu Bai WS Branch (37)

Customer Service Department (30)

Water Distrubution Netwark

Management (38)

Tu Ha WS Branch (39)

Acountancy Department (13)

Administration - Organization Dept (8)

Labor - Salary Department (5)

Regulation Monitoring Department (9)

Planning Department (7)

Hue Water Factory (38)

Car Group & Material Supply Group (7)

Bach Ma Bottling Factory (9)

Designing Department (8)

Implementation Management Dept.

Water Quality Management

Department (10)

Capital Construction No. 1 Group (13)

Capital Construction No. 2 Group (13)

Capital Construction No. 3 Group (13)

Capital Construction No. 4 Group (12)

Mason No. 1 & 2 Group (10)

Van Nien WTP (8)

Quang Te I  WTP (8)

Quang Te II  WTP (4)

Da Vien  WTP (8)

Laguna WTP (1)

Bach Ma WTP (1)

Chan May WTP (5)

Vinh Hien WTP (1)

Nam Dong WTP (2)

Loc Bon WTP (2)

Phu Bai WTP (4)

Tu Ha WTP (5)

H. B. Chuong WTP (5)

Binh Thanh WTP (2)

Guard Group (4)

Capital Construction No. 2 Group (13)

Capital Construction No. 3 Group (13)

Maintenance Group (13)

Pipe Improvement Group (8)

Processing Group (4)

Unit 1

Unit 2

 5-4 HueWACO

2009 2
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5-6-1 財務･経営22 
HueWACO 全体の収支バランス（2007 年度）は 5.2%（49 億 VND）の利益を確保しており、経営

状態は良好である。一方、水道事業の収支バランスは、収入・支出ともに 720 億 VND であった。ま

た、2008 年は 380 億 VND の政府補助金を受けている。 

HueWACO は ISO9001 を既に取得しており、2008 年から実施されている ADB の技術協力プロジェ

クトによる支援を受けて、ISO14001 及び ISO24512 の取得も目指している。 

5-6-2 施設維持管理 
無収水率は 15%と全国の WSC の中でトップクラスであり、水質管理面では ISO/IEC17025 を取得

するとともに、29 項目について水質検査を実施している。また、2007 年には配水管網の 126 箇所に

おいて水圧および残留塩素を測定している。このような取り組みの総決算として、2008 年 6 月にフ

エ市において全国で最初に安全な水宣言がなされ、2009 年 6 月にはトゥア・ティエン・フエ省の給

水地域全域において安全な水宣言を行った。 

5-6-3 水質分析・水質管理 
HueWACO は 2008 年 4 月に WSP を制定した。この WSP は継続的に水の安全を保障するための活

動計画であり、HueWACO が所有する主要な浄水場に適用され、これら浄水場の水質管理計画となっ

ている。この中で、水源から配水管網までの浄水工程に 10 のチェックポイントを設け、それぞれに

想定されるリスクを列挙し、これらの対応策を示している。 

また、HueWACO では、2008 年 8 月時点で 13 項目について ISO17025 を取得しており、これに基

づいて測定の精度管理が行われている。HueWACO では更に 7 項目について追加取得を計画してい

る 
23
。 

5-6-4 内部人材の育成・研修 
HueWACO において、人材育成を担当する部署は「人事組織・行政課」である。HueWACO の研修・

人材育成に関する考え方は、2009 年 8 月にベトナム上下水道協会との共催で実施された「ベトナム

上下水道セクター研修・人材育成ワークショップ」における総裁のプレゼンテーション資料に示され

ている。主要ポイントは以下の通り。 

• 人材育成：決定的に重要な役割を有し、生産・経営の全活動に強い影響を及ぼし、企業の繁栄

あるいは没落を直接的に決定づける、パワーの源である。 
• 研修・人材育成の強化：研修への投資は効果的な投資方法であり、時間がかかるものだと考えなく

てはならない。 
• 労働力形成のための研修：クリエイティブであることは、水道業務において良い精神構造である。労

働力の専門的な技能は科学技術の発展に追いつかねばならない。彼らは 1 つのキャリアに精通する

と同時にその他の多くのキャリアも知らなくてはならない。彼らは協調スキルと効率的に働くノウハウを

備えねばならない。 
• 質の高い人材は各企業にとって、ブランド・ネームを作り出す財産であり、比較優位性である。 
• 研修及び人材育成は必要であり、HueWACO の存在・堅実な発展のための決定的要因である。 

                                                        
22 JICA 『ベトナム国中部地区水道事業人材育成プロジェクト終了時評価補足調査（水道行政/事業運営）調査報告書』

(2009 年)より抜粋 
23 ベトナム社会主義共和国「中部地区水道事業人材育成プロジェクト」業務完了報告書；2008 年 7 月、専門家：近

藤文博、指導分野：水質管理より抜粋 
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HueWACO では、研修・人材育成計画（2005~2009 年）を作成し、年間計画に基づいて研修・人材

育成を実施している。上記プレゼンテーション資料によれば、研修実績は以下に要約する通り。

（2007~2009 年の詳細実績については添付資料 6「質問票回答」を参照） 

（1）社内研修（2005~2009 年）
24

 
社内研修には、のべ 2,667 名の従業員が参加している（年間平均 553 名）。 

• 技術労働者対象研修及び試験：専門的スキルを改善するために、スキルレベルの向上及び

チェックを行った。従業員 1,398 名が参加（年間平均 280 名）。 
• 従業員対象の経営手法・スキルに関する研修：経営戦略の決定及び資産管理、近代的人材

管理、中堅・初級レベルの従業員のための生産管理、KAIZEN、消費者サービスの改善な

どの研修。従業員 1,232 名が参加（年間平均 246 名）。 
 

（2）社外の国内研修（2005~2009 年） 
HueWACO は、毎年、従業員を社外の大学等の研修機関に派遣しており、2005~2009 年には

179 名を派遣している。 

• 大学院（修士課程）：24 名を派遣。経営管理、化学分析、上水道、電気技術、建設、機械

等の分野。 
• 短期集中研修：155 名を派遣。分野は、給水技術（65 名）、建設管理・情報技術（IT）・財

務管理・ネットワーク管理及び漏水防止・水質管理等の分野の管理スキル改善（90 名）。 

また、従業員 1,137 名（年間平均 227 名）が WSP、企業文化、産業安全・衛生、防火・消

火等の研修コースに参加した。 

（3）技術の標準化指導のための運用マニュアルの編纂・適用 
HueWACO では、人材育成の一環として、下表の通り、水質管理（水質分析・浄水処理）、

設備運転管理、人事管理、及び消費者サービスの主要 4 分野において、合計 11 種類 35 冊の運

用マニュアルを作成・適用している（但し、水質分析については ISO17025 の SOP を運用マニ

ュアルとして利用している）。 

表 5-16 HueWACO が作成・適用している運用マニュアル一覧 
種

類 分野 運用マニュアルのタイトル 整備 
状況 

1 水質管理 Manual on water supply safety 整備済 

2 水質管理 
（浄水処理） 

Guidance manual on operation and water treatment in Van Nien Plant  同上 

2 同上 Guidance manual on operation and water treatment in  Quang Te 1 Plant 同上 
2 同上 Guidance manual on operation and water treatment in  Quang Te 2 Plant 同上 
2 同上 Guidance manual on operation and water treatment in  Da Vien Plant 同上 
2 同上 Guidance manual on operation and water treatment in  Tu Ha Plant 同上 
2 同上 Guidance manual on operation and water treatment in  Hoa Binh Chuong Plant 同上 
2 同上 Guidance manual on operation and water treatment in  Binh Thanh Plant 同上 

                                                        
24 JICA の技術協力プロジェクト「中部地区水道事業人材育成プロジェクト」(2006~2008 年)、WHO-AusAID の WSP

フェーズ I（2007~2008）のパイロット事業、ADB の協力による研修が含まれている。 
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種

類 分野 運用マニュアルのタイトル 整備 
状況 

2 同上 Guidance manual on operation and water treatment in  Phu Bai Plant 同上 
2 同上 Guidance manual on operation and water treatment in  Chan May Plant 同上 
2 同上 Guidance manual on operation and water treatment in  Bach Ma Plant 同上 
2 同上 Guidance manual on operation and water treatment in  Loc Bon Plant 同上 
2 同上 Guidance manual on operation and water treatment in  Vinh Hien Plant 同上 
2 同上 Guidance manual on operation and water treatment in  Nam Dong Plant 同上 

3 設備 
運転管理 

Manual on operation and maintenance of Van Nien Plant  同上 

3 同上 Manual on operation and maintenance of Quang Te 1 Plant  同上 
3 同上 Manual on operation and maintenance of Quang Te 2 Plant  同上 
3 同上 Manual on operation and maintenance of Da Vien Plant 同上 
3 同上 Manual on operation and maintenance of Tu Ha Plant 同上 
3 同上 Manual on operation and maintenance of Hoa Binh Chuong Plant 同上 
3 同上 Manual on operation and maintenance of Binh Thanh Plant 同上 
3 同上 Manual on operation and maintenance of Phu Bai Plant 同上 
3 同上 Manual on operation and maintenance of Chan May Plant 同上 
3 同上 Manual on operation and maintenance of Bach Ma Plant 同上 
3 同上 Manual on operation and maintenance of Loc Bon Plant 同上 
3 同上 Manual on operation and maintenance of Vinh Hien Plant 同上 
3 同上 Manual on operation and maintenance of Nam Dong Plant 同上 
4 配水管理 Manual on installation of household water pipe 同上 
5 人事管理 Manual on guidance over improvement activities n/a 

6 配水管理 Manual on making design survey for household water supply system  最終 
見直中 

7 配水管理 Manual on guidance over supervision and execution of water supply works  同上 
8 配水管理 Manual on avoidance of non-revenue water  同上 

9 顧客 
サービス 

Manual on guidance over water tariff recording and response to the clients  同上 

10 配水管理 Manual on guidance over designing water supply network  同上 

11 水質管理 
（水質分析） 

ISO 17025 整備済 

情報源：HueWACO 提供資料英訳版（原文はベトナム語）及び HueWACO における聞き取りより作成。 

5-6-5 他機関の人材育成・研修への協力 
本調査では具体例を確認することはできなかった。 

第二次詳細計画策定調査期間中、HueWACO において、無収水対策と水道人材の能力開発の二つを

テーマとするワークショップが実施された。これは、VWSA の協賛の下、横浜市水道局、HueWACO、

SAWACO（ホーチミン市水道公社）および建設第二大学校上水道訓練センターの 4 者の技術協力協

定に基づいて実施されたものであり、ダナン市水道公社等、周辺の WSC も招待を受けて参加してい

た。ワークショップ終了後、後述する HueWACO の研修用ヤードにおいて、漏水探知、水道メータ

ー設置等の研修の様子が公開され、ワークショップ参加者は強い関心を示した。 

5-6-6 研修用施設･設備 
HueWACO は、フエ市内の Quang Te II 浄水場内に下記の内容を含む研修用ヤードを設置し、従業

員に対する研修を実施している。 
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研修ヤード 内容・構成 

漏水探知実習 パイプを布設し、バルブ調節により実際に漏水を発生させ、音聴棒あ

るいは漏水探知器を操作して漏水箇所の探知方法を研修させる。 

配管設備実習 各種材料、各種口径、各種バルブ類、圧力計等を実際に配管し、各部

材の機能の習得と脱着作業の実習を行う。 

水道メーター設置実習 メイン配管からサービスパイプを分岐させ、各戸の水道メーター、給

水栓設置作業の実習を行う。 
 

5-7 プロジェクトの協力機関：ベトナム上下水道協会 

5-7-1 組織概要 
（1）目的・法的位置づけ 

ベトナム上下水道協会（Vietnam Water Supply and Sewage Association）は 1998 年に建設省の

関連機関であるベトナム建設総合協会（General Association of Vietnam Construction）のメンバ

ーとして設立され、2001 年 5 月に組織と人事に関する政府委員会の決定書（Decision No. 
24/2001/QD-BTCCBCP）によって、総合協会から独立した。2005 年 12 月に定款が改訂されて

おり、内務省の決定書（Decision No.129/2005/QD-BNV）によってその役割や活動、機能など

が新しく規定されている。 

定款によれば、同協会の主な目的は、上下水道セクターに関係する企業、政府関係者、従業

員、幹部、科学者などの全ての組織を一つにまとめ、協会員の知識やスキルの向上と情報交換

を促進することである。同協会は、社会的・職業団体であり、また、上下水道・衛生セクター

において、管理、コンサルティング、科学研究、研修、建設、経営、開発、製造、販売に関わ

る団体・個人の任意団体である。建設省及び農業農村開発省の管轄下にあるが、法人格をもち、

独自の印章及び銀行口座を有する。 

（2）責務・活動分野 
定款に規定される協会の責務及び活動分野は以下のとおり（特に本プロジェクトと関りが深

いと思われる部分を下線で示した）。 

＜責務＞ 
1. 党と政府の哲学と政策を実施するため、新しい科学的、技術的、経済的、管理的成果の調査研

究、総括、普及及び適用に関して会員メンバーの活動性及びクリエイティブな能力を促進し、上下水

道及び衛生セクターにおける労働生産性、生産・経営・管理活動の質と効率性を増加させる。 
2. 情報の宣伝、科学的・技術的・管理的な会議・セミナー及び専門的研修をアレンジする。協会員の能

力向上を促進・支援する。また、上下水道・衛生セクターの人材の研修（特に遠隔地において）を国内

外の組織と協力して提供する。 

3. 上下水道・衛生セクターの社会経済開発に関するガイドライン、政策、及び政策に関して、政府及び

事業体の要件に基づいて、調査研究機能の実行をアレンジし、政策及びメカニズムを提案し、助言・

相談サービス及び社会監査サービスを提供する。また、政府に対し、上下水道及び衛生セクターを市

場メカニズムに適合しつつ組織化・運営管理するための政策・メカニズムに関する協会員の要望を提出

する。 
4. 全ての協会員に利益をもたらし、水分野の専門機械・機材・資材の製造業の発展を促すために、協

会員、水道事業体、下水道事業体、上水・農村衛生研修センター、科学研究機関、設計コンサルタ

ント、コントラクター、上下水道・衛生セクター専門設備の製造者及び販売者の間に、科学的―技術

的―製造的なコネクションを創出する。 
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5. 上下水道・衛生セクターの製造者・事業者を受益者・消費者と結びつける。コミュニティにおいて節水、

水源保護、及び水道設備保護に関する意識を向上させる。 
6. 協会員が専門スキル・能力を十分に活用することを可能にし、また協会の運営の財源を生み出すため

に、科学的・技術的進歩を通じて、法律の範囲内で、経済活動をアレンジする。また、セクターで利用

される新技術・新製品に関する研究プロポーザルに資金を提供する。 

7. 上下水道・衛生セクターの競争力を高めるために、プログラムやプロジェクトを通して国際関係を拡大

し、国際機関・国内事業体からの資金を受け入れる。協会員及びセクターが発展し、地域や他の

国々に徐々に溶け込むことができるよう、継続的支援を提供する。 

＜活動分野＞ 

1. 会議、セミナー、展示会、専門的な円卓会議の開催及び開催への協力 

2. 上下水道・衛生セクターの調査研究や科学的・技術的試験の支援、学生への奨学金の提供 
3. 技術や技術的進歩の適用による、既存の法律の範囲内での管理、科学、技術に関するサービスの提

供 

4. 上下水道に関する定期刊行物、及び上下水道・衛生分野の科学、技術、管理に関する文書の法の

規定に基づく発行 
5. 経験の交換・国際的支援の活用のための国内外の協会との法に基づいた連携の継続 

 
なお、上下水道協会は国際水協会（International Water Assocciation、IWA）の公的メンバー（1995

年 1 月）及び東南アジア水道事業体ネットワーク（SEAWUN：Southeast Asian Water Utilities 
Network）の設立メンバーとなっている。また、同協会はベトナム商工会議所のメンバーでも

ある。 

（3）組織構造 
協会は 239 団体から構成されている。主な協会員は、WSC、農村給水研修センター、下水・

環境事業体、設計・コンサルティング会社、専門資機材の製造・販売会社、大学、研究所・職

業訓練大学校等である
25
。 

協会の事務局はハノイに置かれ、会長、事務局長、事務員を合わせて 6 名の常勤職員がいる。

協会員から選ばれた副局長 4 名は普段は各自の企業に在籍しているため、事務局には出勤しな

い。 

水道分野の地方支部は、北部、中部、南部、ホーチミン市の 4 ヶ所に置かれている（ホーチ

ミン市は下水道分野も含む）。各支部の支部長（Chairman）は当該地域の WSC が持ちまわり

で務め、支部長の WSC 内に連絡事務所が併設されており、協会職員は駐在していない。支部

長の役割は、地区内の様々なことがらの調整、共通課題の議論、地区レベルのワークショップ

の開催などで、任期は 2.5 年である。現在、中部地区水道支部の支部長は Khanh Hoa 省 WSC
の Huy 総裁であり、2008 年 8 月から務めている。副支部長（Deputy Chairman）はフエ省の

HueWACO 総裁が務めている。 

                                                        
25 協会での聞き取り調査より。 
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南部下水道・
環境支部

中部下水道・
環境支部

北部下水道・
環境支部

ホーチミン
上下水道・環境

支部

科学技術審議
会

監督委員会

南部水道支部

中部水道支部

北部水道支部

事務局

常任委員会

中央運営理事会

総会

 
情報源：“Vietnam Water Supply And Sewage Association”(2009)より作成 

図 5-5 ベトナム上下水道協会の組織図 

5-7-2 再訓練・ワークショップの実施体制 
主にドナーと共同で、ワークショップを開催しており、年に 1～2 回、特定のテーマに関するワー

クショップを実施している。WSC 既存職員を対象とする再訓練は、定款に規定される協会の責務に

含まれている。VWSA 事務局には、WSC 既存職員を対象とする再訓練を担当する部署は存在しない。 

ワークショップは、多くの場合ドナーと連携して実施される。ワークショップの内容、講師の選定・

手配、事務手続きなど、ワークショップにかかる業務のうち、VWSA が分担する業務は、ドナーに

よって異なる。ワークショップ終了後は、VWSA が実施報告書をまとめている。 

また、MOC からの委託でワークショップを実施することもあるが、この場合には VWSA は事務的

な手続きを担当するに留まり、必要経費等についても、請求元から直接 MOC に請求されるなど、予

算執行権については、MOC が保持している。
26

 

5-8 その他関連機関 

5-8-1 都市建設大学校：本校（ハノイ） 
都市建設大学校（ハノイ本校）は 1976 年に建設省管轄の高等学校として設立され、2004 年 2 月の

教育･訓練省大臣決定書（Decision No.685/QD- BGD&DT on 16 Feb 2004 ”the Establishment of College of 
Urban Works Construction from High School of Urban Works Construction”）によって、大学校に昇格した。

同校は、理事会の下、総務部、財務部、学生部、国際協力部、学部、及び水・環境研修センター（Training 
Center for Water and Environment）の 6 部署（department）から成り、職員は約 170 名である。学部に

は基礎科学部、技術インフラ学部、技術学部、建設学部、職業訓練学部等がある。校長によれば、全
                                                        
26 MOC での聞き取り調査より。 
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校で約 4,000 人が学んでいるが、短期集中コースを併設しており、毎年計約 5,000 人を受け入れてい

る。2003 年中部に新設されたフエ分校は、水セクターで 200 人/年の学生が入学可能な規模である。

夏季休暇は 7 月～8 月中旬である。 

都市建設大学校では、水道分野（WSC 既存職員対象）の再訓練は同校の敷地内にある水・環境研

修センター（1997 年にフランス開発庁（AFD）の支援を受けて設立。1999 年に建設省により承認）

及びフエ分校において実施されている。都市建設大学校校長によれば、分校における水道分野再訓練

のカリキュラム・シラバス・教材は、本校の研修センターで開発されたものを利用しており、講師に

ついても必要に応じて本校から派遣している。 

5-8-2 都市建設大学校：水・環境研修センター（ハノイ） 
既述の通り、都市建設大学校では、WSC の既存職員対象の再訓練（短期集中コース）は、同校付

属の「水・環境研修センター」において実施されている。同研修センターは都市建設大学校ハノイ本

校の敷地内に置かれ、研修センター所長は都市建設大学校長が兼任している。 

水・環境研修センターは、都市建設高等学校（当時）の下、1997 年にフランス開発庁（AFD）の

支援を受けて設立され、1999 年 9 月の建設大臣決定書（Decision No:1057/QD-BXD）によって都市建

設大学校付属の研修センターとして正式に承認された。同研修センターは、2004 年 2 月の都市建設

高等学校の大学校への昇格に伴い、2004 年 4 月の建設大臣決定書（Decision No:705/QD-BXD）によ

って、都市建設大学校付属の研修センターに昇格した。同年 5 月には都市建設大学校校長決定書

（Decision No:101/QD-CDXDDT）によって研修センターの定款が公布された。同研修センターは、独

自の歳入と独自の印章を有する経営単位であり、関連法律及び都市建設大学校長による権限付与に従

って、銀行口座を開くことができる
27
。組織的にはフエ分校と同格である。 

同研修センターは設立から 10 年間（1997~2006 年）は AFD の支援を受け、続く 2 年間（2006~2008
年）は DANIDA の支援を受けてきた。 

（1）機能・責務 
2004 年 4 月の建設大臣決定書 705 号に規定される水・環境研修センターの責務は以下に要

約する通り。 

1 水・環境セクターの幹部・従業員の再訓練コース及びリフレッシュメント･コースを開催する  

2 国内外の大学・機関・企業と連携し、水・環境セクターにおける科学的調査研究や演習（practice）

を行う 

3 「水・環境研修センター」プロジェクトを効果的に実施する 

4 研修、科学的調査研究、その他の相談サービス等の業務のために、実験的試験、水サンプルの分

析等の業務を行う 

 
また、定款に規定される研修センターの機能及び責務は以下に要約する通り。 

 
 

                                                        
27 都市建設大学校長の調査団に対する説明によれば、研修センターは法人格を有し、独自の予算計画を立て、執行す

ることができるとのことである。 



 

 5-26

＜機能＞水・環境セクターの産業化・近代化に対応する人材育成を目的とする専門知識のアップデート

のために、再訓練コース及びリフレッシュメント・コースを提供する。 
 

＜責務＞ 

1. 水・環境セクターの幹部・従業員の再訓練コース及びリフレッシュメント･コース（経営管理、技術管

理、上下水道及び環境施設の運転・設置・維持管理を含む）の開催のために、フランス政府支援の

フェーズ I 期間に投資された機材をフルにまた効果的に活用する 

2. 国内外の大学・機関・企業と連携し、水・環境セクターにおける科学的市場調査、実験、技術助

言、及び技術移転を行う 

3. フランス政府支援による「水・環境研修センター」プロジェクトを効果的に実施する 

4. 科学的研修・調査研究、その他の相談サービスのために、水サンプルのテスト、チェック及び分析を行

う 

 
（2）組織構造 

水・環境研修センターは、総務課、財務課、研修課、ワークショップ、モデル浄水処理場、

の 5 つの部署から成り、正規職員は所長・副所長を合わせて 13 名である（ただし、所長は都

市建設大学校の校長が兼任）。このほか、契約ベースで事務職員等が雇用されている。研修セ

ンターの組織図は以下の通り。 

Director

Financial 
Affairs 
(1名）

Training 
Affairs 
（３名）

４　Workshops

(4名）

Water Treatment 
Plant
（１名）

Administration
（2名）

Vice　Director

 
 情報源：都市建設大学校における聞き取りより作成 

図 5-6 水・環境研修センターの組織図 
 

定款によれば、研修センター所長は、建設省人事局及び都市建設大学校校長によって任命さ

れる。他の研修センター職員は研修センター所長の提案を受け、都市建設大学校校長が任命す

る。研修センターは、都市建設大学校校長の書面での同意の下、業務遂行のために、同大学校

の幹部・講師・機材を活用することができる。その他の従業員（事務員など）は、研修センタ

ー所長が雇用し、関連する法律に沿った労働契約が結ばれる。研修センターは、定款及び関連

法律に規定される機能と責務に基づき運営され、研修活動・共同研究・生産活動（production 
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activities）に関して定期報告を都市建設大学校校長に行うとされている。 

（3）水道分野再訓練コースの講師 
水道分野の内部講師は下表の通り合計 18 名である（研修センター職員 6 名のほか、都市建

設大学校幹部・教員計 12 名を含む）。 

表 5-17 水・環境研修センターの水道分野再訓練コースの学内講師 

No 名前 職位 専門分野 過去、あるいは現在 
担当中の再訓練コース 

1 Nguyen Ba 
Thang 

Rector, 
Director of 
CNEE 

PhD in Water Supply 
and Sewage Human resource management 

2 Hoang Quoc 
Liem Vice Dean Master in Water Supply 

and Sewage 
Technical management 
Waste water treatment technology 

3 Hoang Dinh 
Thao Lecturer Master in Water Supply 

and Sewage 

Operation and Maintenance of water 
supply network 
Customer management 
Non-revenue water control and 
reduction 

4 Vu Thi Hoai An Lecturer Master in Water Supply 
and Sewage 

Safe water treatment technology 
Waste water treatment technology 

5 Vu Minh Giang Vice Director 
of CNEE Mechanical engineer Water pump 

Installation of water meter 
6 Bui Thi Van Lecturer Chemical Engineer Water quality evaluation 
7 Le Nho Khanh Lecturer Electricity Engineer Pumping station electricity system 

8 Bui Hong Hue 
Dean of 
Technology 
Faculty 

Master in Automation Pumping station electricity system 

9 Thach Thanh 
Minh Lecturer Master in Water Supply 

and Sewage Water treatment technology 

10 Vu Ngoc Khue Lecturer Engineer in Water 
Supply and Sewage 

Installation of water supply pipeline 
Installation of water meter 

11 Pham Thanh Dat Lecturer Master in Water Supply 
and Sewage 

Operation and maintenance of water 
supply network 
Pumping station collection work 

12 Khuong Hai Yen Lecturer Master in Water Supply 
and Sewage Water treatment technology 

13 Nguyen Ba 
Thuyen Lecturer Engineer in Water 

Supply and Sewage 
Installation of water pipeline 
Installation of water meter 

14 Nguyen Tuan 
Anh Lecturer Master in Water Supply 

and Sewage 

Operation and maintenance of water 
supply network 
- Pumping station collection work 

15 Nguyen Van 
Chuong Lecturer Engineer in Water 

Supply and Sewage 
Installation of water pipeline 
Installation of water meter 

16 Vu Thi Thu Hien Lecturer Master in Environment Safe water treatment technology 
Waste water treatment technology 

17 Do Dinh Khoi Lecturer Engineer in Water 
Supply and Sewage Installation of water pipeline 

18 Vo Thi Nga Lecturer Engineer in Biology Water quality evaluation 
情報源：都市建設大学校への質問票（質問票 C）回答英訳版（原文はベトナム語） 
 
（4）水道分野の研修コース実績 

水道分野の短期再訓練コースの受講者実績は、表 5-18 に示す通りである。 
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表 5-18 短期再訓練コースの受講者数の推移 
1997～
2004 2005 2006 2007 2008 2009 Total

1,084 104 326 491 335 368 2,708
 

情報源：都市建設大学校への質問票（質問票 C）回答英訳版（原文はベトナム語） 
 

（5）水道分野のカリキュラム･シラバス 
水道分野の短期再訓練コースは 22 コース有り、そのコースおよびシラバスは、表 5-19 に

示す通りである。 

表 5-19 水・環境研修センターの水道分野再訓練コースとシラバス 
No トレーニングコース 内容 シラバス 

1 

Water treatment station 
technology 
（浄水場の技術） 

目的：浄水場における浄水プロセスの

説明 
対象者：マネージャー、技師、テクニ

シャン、技術系要員 
期間：1 週間（全日） 

①概論 
②水処理の基礎 
③浄水場の建設 

2 

Water Treatment 
Technology in 
Underground Water 
Treatment Plants 
（地下水を水源とす

る浄水場の浄水技術） 

目的：地下水を水源とする浄水場の水

処理技術、機器の運転・維持管

理知識・能力の向上 
対象者：職長および管理職スタッフ

期間：2 週間 

①水源 
②地下水浄水工程 
③地下水の水処理技術（水処理現場実習含む） 
④ポンプ 
⑤配水ポンプ場（分解・組立・維持管理現場実習

を含む） 
⑥配水ポンプ場の電気系統（現場実習含む） 
⑦水質管理 

3 

Safe Water Supply 
System 
（安全な水供給シス

テム） 

目的：浄水場、機器の運転・保守知識・

能力の向上 
対象者：浄水場要員 
期間：3 週間で 15 日間（全日） 

①水源 
②浄水プロセス 
③浄水技術 
④ポンプとポンプ場 
⑤量水器 
⑥配管 
⑦鋳鉄管とプラスチック管の布設方法 

4 

Management, O＆M of 
Well pumping station 
（井戸揚水機場の管

理と運転・保守） 

目的：井戸揚水機場、機器の運転・保

守知識・能力の向上 
対象者：井戸揚水機場の技術スタッフ

期間：10 日間 

A.理論 
 ①水源（水循環・水理地質・水質） 
 ②さく井 
 ③井戸用揚水ポンプ 
 ④ポンプ場の電気技術 
 ⑤ポンプの「Blow and Cleanse」 
B.現場実習 
 ①井戸用ポンプの設置と維持 
 ②ポンプ場での配線 
 ③ポンプの「Blow and Cleanse」用機器の取付と

その作業 

5 

Management, O＆M of 
water supply network 
（水供給システムの

管理と運転・保守） 

目的：配水管理に係る知識・維持管理

能力向上 
対象者：配管従事者 
期間：10 日間 

①配管網概論 
②屋外での配管布設 
③量水器取付 
④配管網の管理と運転・維持 
⑤検査・診断 

6 

O＆M of water supply 
facilities for towns and 
rural areas in Vietnam 
（町村部水道の運

転・保守） 

目的：町村給水の運転・維持管理に係

る基礎知識の向上 
対象者：町村給水従事者 
期間：10 日間（2 週間） 

1 日目：地方給水の基礎知識 
2 日目：浄水場の運転・維持管理（理論） 
3 日目：浄水場の運転・維持管理（現場実習） 
4 日目：滅菌・水質検査（理論） 
5 日目：滅菌・水質検査（現場実習） 
6 日目：配水ポンプ場の運転・維持管理（理論）
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No トレーニングコース 内容 シラバス 
7 日目：配水ポンプ場の運転・維持管理（現場実

習） 
8 日目：配水管布設・配水網の運転維持管理 
9 日目：配水管布設・接続・維持 
10 日目：機器の維持管理と労働安全および会計

7 

Installation of Water 
Meter 
（水道メーターの設

置） 

目的：水道メーター選定・取付技術の

習得 
対象者：水道メーター・配管職工・職

長 
期間：1 週間（全日） 

①水道メーター取付の基礎理論（研修期間の 40%
配分） 

②水道メーター取付現場実習（研修期間の 60%配

分） 

8 Installation of pipeline
（配水管布設） 

（情報無し） （情報無し） 

9 

Repair equipments of 
water supply pump 
station 
（配水ポンプ場機器

の修理） 

目的：配水ポンプ場機材の修理、維持

管理技術の習得 
対象者：配水ポンプ場従事者 
期間：10 日間 

①基礎理論 
②機械修理の基礎知識 
③ポンプ場機器の維持管理と修理 

10 

O＆M of safe water 
system 
（安全な水供給シス

テムの運転・保守）

目的：安全な水供給のための浄水場の

運転・維持管理能力強化 
対象者：技術・生産担当スタッフ 
期間：2 週間 

①水源から蛇口まで 
②水供給に係る水源・配管網・浄水場の特定 
③技術問題の診断 
④運転・維持管理 
⑤初期的な技術上の問題の回復 
⑥水供給機材の交換部品 

11 

Treatment the water 
source polluted by 
storms, flood 
（風水害による水質

汚染対策） 

目的：水質汚染対策技術の習得 
対象者：医療・衛生環境センターの管

理職・スタッフ 
期間：4 週間（20 日間） 

①水源と水質 
②水質基準 
③風水害被災地域での水処理の必要性 
④汚染された水の処理技術 
⑤滅菌方法 
⑥風水害の影響を受けた井戸の洗浄技術 
⑦水中の微生物 
⑧水中のヒ素処理 
⑨水質の評価と水質検査 

12 Waste water treatment
（排水管理） 

（情報無し） （情報無し） 

13 

Water quality 
evaluation 
（水質評価） 

目的：新技術による水質評価・検査技

術の習得 
対象者：浄水場の技術部門、試験室の

管理職・スタッフ 
期間：2 週間 

①水質に係る化学 
②水処理の基礎理論 
③模型による水処理現場実習 
④水質分析の実際 
⑤分析結果発表 
⑥品質管理モニターに係る情報技術 
⑦水質試験室の安全 

14 

Water de-infection 
（滅菌） 

目的：塩素滅菌機器の運転・維持管理

知識の習得 
対象者：塩素滅菌に従事するスタッ

フ、ワーカー 
期間：1 週間 

①滅菌の表示 
②滅菌方法 
③水処理技術 
④塩素滅菌 
⑤塩素の過剰投入 
⑥塩素投入制御機器 

15 

Hydraulic power and 
pumping technology 
（水力発電と揚水技

術） 

（情報無し） （情報無し） 

16 

Pump operation skill 
（ポンプ運転技術）

目的：ポンプ・計装の運転・維持管理、

設置に係る知識・技術の習得 
対象者：技術・生産担当スタッフ 
期間：2 週間（10 日間） 

①ポンプ 
②ポンプに係る電気知識 

17 
Control and reduction 
of non-revenue water 

目的：無収水対策に係る知識・技術の

習得 
①配管網設計に係る討論 
②誤った制御による給水システムの生産性 
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No トレーニングコース 内容 シラバス 
（無収水対策） 対象者：水生産部門の技師、技術スタ

ッフ、管理職 
期間：1 週間 

③漏水防止対策 
④給水システムの生産性改善 

18 

Human resource 
management 
（人材管理） 

目的：人材育成・能力強化 
対象者：管理職、人事部門の管理職、

上級スタッフ 
期間：2 週間 

①労働時間管理 
②人材の配置 

19 Technical Management 
（技術管理） 

（情報無し） （情報無し） 

20 

Establishment of 
Maintenance service 
（保守サービスの確

立） 

目的：機器保守の重要性の習得 
対象者：技術系管理職、技術スタッフ

期間：2 週間 

①保守・維持管理 
②様々な保守・維持管理方法 
③保守・維持管理作業 
④部品在庫管理 
⑤コンピューターによる保守・維持管理 

21 

Customer management 
（顧客管理） 

目的：顧客サービス改善のための管

理・財務部門の意識改革 
対象者：コンピューターが扱える管理

スタッフ 
期間：1 週間 

①水道メーター概論 
②需要分析 
③顧客管理 
④顧客管理に係る情報技術の導入 

22 

Administration and 
Finance Management 
（経営と財務管理） 

目的：管理・財務部門における新技術

導入の意識向上 
対象者：総裁、副総裁、上級スタッフ

期間：2 週間 

①管理体制 
②売上 
③コスト 
④情報管理、財務、技術における情報ツール 
⑤経理と予算 

情報源：都市建設大学校への質問票（質問票 C）回答英訳版（原文はベトナム語） 
 
（6）水道分野の研修用施設･設備 

ワークショップは 4 ヶ所あり、9 分野（①water analysis、②water treatment experiment、③indoor 
pipe installment、④outdoor pipe installment、⑤water pipe network in miniature、⑥water meter、⑦

pump、⑧welding、及び⑨electricity and automation）をカバーしている。 

5-8-3 都市建設大学校：フエ分校 
（1）組織概要・位置づけ 

中部水セクター研修センターがその隣接敷地内に設立される予定の都市建設大学校フエ分

校は、当初、2003 年 9 月の建設大臣決定書 1195 号（Decision No:1195/QD-BXD）によって都

市建設高等学校（当時）の分校として設立された。都市建設高等学校の大学校への昇格に伴い、

2004 年 4 月の建設大臣決定書 706 号（Decision No:706/QD-BXD）によって、都市建設大学校

の分校として設立された。分校は、独自の歳入と独自の印章を有する経営単位であり、都市建

設大学校長による権限付与に従って、銀行口座を開くことができる。組織的には都市建設大学

校本校に置かれている水・環境研修センター、及び新設される中部水セクター研修センターと

同格である。 

2004 年 4 月の建設省決定書 706 号によれば、分校の役割は、中部及び中部高原地域の省に

対して、都市建設大学校の研修業務を実施することである。分校の具体的な業務及び組織構造

は都市建設大学校（本校）校長によって規定されることになっている。また、分校の組織と運

営に関する規則は、2004 年 4 月の建設大臣決定書（Decision No.544/QD-BXD）によって公布

された都市建設大学校の組織と運営に関する規則その他の関連規則に基づき、都市建設大学校

の校長が発布するとされている。 
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2

WSC

14 14

 5-20

No 

1 D ng V n Hoành n/a Bachelor of Science, Water supply and sewerage  n/a 

2 Nguy n V n Hoàn n/a Bachelor of Science, Water supply and sewerage n/a 

3 ng Công Tuý n/a Bachelor of Science, Water supply and sewerage n/a 

4 Nguy n Ng c Nam n/a Bachelor of Science, Water supply and sewerage n/a 

5 Th ch Thanh Minh n/a MSc., Water supply and sewerage n/a 

6 Hoàng qu c Liêm n/a MSc., Water supply and sewerage n/a 

7 ình Khôi n/a Bachelor of Science, Water supply and sewerage n/a 

8 Ph m Thành t n/a Bachelor of Science, Water supply and sewerage n/a 

9 Nguy n Tu n Anh n/a MSc., Water supply and sewerage n/a 

10 Hoàng ình Th o n/a MSc., Water supply and sewerage n/a 

11 V  Th  Thu Hi n n/a Bachelor of Science, Water supply and sewerage n/a 

12 Tr n Khánh Vân n/a Bachelor of Science, Water supply and sewerage n/a 

13 Nguy n Công c n/a Bachelor of Science, Water supply and sewerage n/a 

14 V  Ng c Khuê n/a Water supply and sewerage n/a 

C

5-8-4 

1

1976 1999 Decree 

No.127/1999/QD-Tig (28/5/1999) 
28

4

4,000

500

2 Water Sector Training Center in the South

(a)

WSC

2000

28 JICA /

(2009 ) Decision
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JICA 2000 2003

29

(b)

JICA

5
30

WSTC

2002-2008 15

Epanet, 

Water CAD

WSTC WSC

WSC 1

2 3

500,000VND/ 

(c)

WSC 2002 3,745 2009

3

WSTC

2008 2003 2

791

262

413

636

265

682 696

791

0

100

200

300

400

500

600

700

800

(person)

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008

 5-7

29 JICA

30 JICA 2002



 5-33

(d)

WSC

WSC 2008 2009 HueWACO JICA

HueWACO

HueWACO 28WSC Water CAD

WSC

P-CERWASS

WSC

Dong Nai WSC, Binh Duong WSC, An Giang WSC, Moc Hoa WSC, Long An 

WSC, Ben Tre WSC, Binh Thuan WSC, Binh Thuan WSC 

 Gia Lai WSC, Kon Tum WSC, Dak Lak P-CERWASS 

(e)

3

IT

5-9 

18 / 18 WSC

3,254,390 64% 841,700m
3

18 WSC 4,194 1WSC 233 1,280

2,924

 5-21 WSC

WSC
% m3/day

1 Thanh Hoa State one-member Co., Ltd Thanh Hoa 322,900 72 61,600 406 120 286 

2 Nghe An State one-member Co., Ltd Nghe An 249,000 85 68,600 405 119 286 

3 Ha Tinh State one-member Co., Ltd Ha Tinh 100,880 69 16,000 219 71 148 

4 Quang Binh State one-member Co., Ltd Quang Binh 98,280 91 20,000 128 40 88 

5 Quang Tri State one-member Co., Ltd Quang Tri 157,000 60 45,500 211 70 141 

6 Thua Thien Hue State one-member Co., Ltd 
Thua Thien 

Hue 
329,000 98 105,400 348 111 237 

7 Da Nang State one-member Co., Ltd Da Nang 421,480 53 126,500 463 150 313 

8 Quang Nam State one-member Co., Ltd Quang Nam 80,200 60 36,000 83 22 61 

9
Quang Ngai Water Supply and Construction Co., 

Ltd  
Quang Ngai 51,600 35 15,200 111 30 81 

10 Binh Dinh Co., Ltd Binh Dinh 179,970 69 53,500 211 70 141 

11 Phu Yen State one-member Co., Ltd Phu Yen 96,000 56 28,600 144 15 139 

12 Khanh Hoa Water Supply and Sewage Company Khanh Hoa 355,250 87 76,000 260 80 180 

13 Ninh Thuan Water Supply and Sewage Company Ninh Thuan 132,980 55 50,000 130 43 87 



 5-34

WSC
% m3/day

14 Gia Lai Water Supply and Sewage Company Gia Lai 42,000 89 24,000 122 40 82 

15
Dac Lac Water Supply and Construction 

Investment One-member Co., Ltd  
Dac Lac 177,750 66 55,200 265 81 184 

16
Dac Nong Water Supply and Urban works 

management Company 
Dac Nong 8,100 22 2,100 43 14 29 

17
Lam Dong Water Supply and Sewage 

One-member Co., Ltd 
Lam Dong 417,000 42 41,500 525 169 356 

 Kon Tum Water Supply and Sewage Co., Ltd Kon Tum  35,000 40 16,000 120 35 85 

3,254,390 64 841,700 4,194 1,280 2,924 

A

5-10 WSC

5-10-1 

2 3 WSC

5 WSC WSC VWSA

MOC

WSC  5-22

 5-22

T.T.

(HueWACO)

km
2
 16,498.5 4,760.1 1,257.3 13,139.2 5,217.6  5,065.3 

1 B C A B B A 

2  14/17 10/35 8/11 4/17 1/17 2/11 

2007       

1 x 1,000m3/ 68.1 45.5 126.5 55.2 76.0 99.0 

2 m3 8.4 5.1 24.7 9.6 19.6 21.70 

3
07

x 1000 343 154 698 390 467 364 

4 x 1000 294 261 789 270 410 336 

5 x 1000 249 157 421 178 355 329 

6 % 85.0 60.0 53.0 66.0 87.0 98.0 

7 55,100 26,100 99,000 39,500 67,420 87,000 

8
m

3 VND 3,300 2,936 2,460 2,047 1,910 2,750 

9 / 16 24 24 24 24 24 

10 3 0.66 0.70 0.48 0.55 0.46 0.56 

11 l/ / 69 52 115 112 115 139 
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T.T.

(HueWACO)

12
1,000

7.4 8.1 4.7 6.7 3.9 4.0 

13 % 35.0 22.0 39.0 24.0 20.0 14.0 

14 1m
3 VND/m3 2,589.0 2,461.0 1,341.0 1,469.0 1,063.0 1,655.0 

15 405 211 463 265 260 348 

Final Report of Benchimarking Study on Urban Water Supply Utility Performance in Vietnam for the Period 2004 - 

2007, Aug. 2008, VWSA and World Bank 

1 A 20 m3 B 8 20 m3 C 8

m3

2 1000 3

3

 5-8

5 WSC A B

C WSC VWSA

WSC WSP

WSC

6. (3) WSC

7.

5-10-2 Nghe An Water Supply One-member Company Ltd. NAWASCO

1

Vinh Vinh 8 District Town
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373,500

285,000

76.3 % 

62,212

55,000 m
3

16 18

99 % 1 %

31 % 

720 km Vinh  620 km 8District Town 100 km

2

435 67 368
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8.

Deputy Director

Business Division

Organization-Administration

Div.

Technical Planning Division

Finance-Accounting Division

Quality Control Division

Project Management Board

Inspection Board

Service Teams

Water Supply Branch No. 1

Water Supply Branch No. 2

Deputy Director

Water Supply Branch No. 3

Water Supply Branch No. 4

Water Supply Branch No. 5

Hung Vinh Water Treatment

Plant

Construction and Installation

Enterprise

Mountainous Water Supply

Enterprise

Chairman and Director

 5-9

3

99%
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4

8 68,500 m
3

 5-23

 5-23

(m
3
/ ) (m

3
)

1 Hung Vinh Water Treatment Plant (Old) 20,000 Rapid sand filter 4,000

Hung Vinh Water Treatment Plant (Expanded) 40,000 Horizontal sedimentation 8,000

2 Do Luong Water Supply Station 2001 2,000 Vertical sedimentation 500

3 Quy Hop Water Supply Station 2001 1,500 Vertical sedimentation 300

4 Con Cuong Water Supply Station 2001 1,000 Vertical sedimentation 200

5 Tan Ky Water Supply Station 2001 1,000 Vertical sedimentation 200

6 An Son Water Supply Station 2001 600 No sedimentation 100

7 Quy Chau Water Supply Station 2001 400 Gravity filteration 100

8 Nam Dan Water Supply Station 2009 2,000 700

68,500 14,100

No.

 5-10

 5-10

2

5 WSP

Hing Vinh 1 pH
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TDS 4 31 1

9.

 5-10 3

2 1

WSP 2010 12

1957

6

30

10

US 2,000

5-10-3 Quang Tri State One-member Company Limited

1

Quang Tri 20 km Dong Ha

2 8 District Town 1977 2000 

ISO9001

 258,000

 150,000

58.1 % 

 32,792

23,000 m
3

 24

96 % 4 %

N.A. 

500 km 
   

1

30
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2

291 54 237

 5-11

Director

Deputy Director

Chief of Standing/Personnel

Installation Group 1

Installation Group 2

Mechanical Group

Finance & Accountancy

Department (5)

Truck Group

Security Group

Verification Group

Science & Technical

Department (9)

Pesonnel Department (29)

Products & Service

Management Department (14)

Deputy Director

Chief of Project Administration

Deputy Director

Chief of Assembling Enterprise

Group of Operation and Installatio

Group of Pipeline Management

Group of Cashier

Group of Operation and Installatio

Group of Operation and Installatio

Group of Operation

Group of Operation and Installation

Group of Management

Group of Operation and Installatio

Group of Pipeline Management

Group of Operation and Installatio

Group of Pipeline Management

Group of Operation and Installatio

Group of Pipeline Management

Group of Operation and Installatio

Group of Pipeline Management

Group of Pipeline Management

Group of Cashier

Lao Bao Water Supply

Enterprise (17)

Khe Sanh Water Supply

Enterprise (20)

Cam Lo Water Supply

Enterprise (15)

Gio Linh Water Supply

Enterprise (19)

Ben Quan Water Supply

Enterprise (8)

Quang Tri Water Supply

Enterprise (27)

Hai Lang Water Supply

Enterprise (12)

Enterprise for Water Safety

Business (54)

Enterprise for Water Safety

Production (24)

Ho Xa Water Supply

Enterprise (15)

Project Management Board (6)

Enterprise for Assembling &

Manufacturing

Mechanical Products (36)

 5-11
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8.

3

99%

2006 2008

4

10 52,000 m
3

5-24

 5-24

(m
3
/ ) (m

3
)

1 Lao Bao* 3,000 Rapid sand filter 1,000

2 Khe Sanh 2004 3,000 Rapid sand filter 1,000

3 Krong Klang 2006 3,000 Rapid sand filter 600

4 Cam Lo* 2008 3,000 Rapid sand filter 600

5 Dong Ha 1977 15,000 Rapid sand filter 5,000

6 Hai Lang* 2007 3,000 Rapid sand filter 500

7 Quang Tri* 1996 3,500 Rapid sand filter 1,000

8 Gio Linh 2003 15,000 1,000

9 Vinh Linh* 2003 2,000 Rapid sand filter 500

10 Ben Quan* 2009 1,500 Rapid sand filter 600

52,000

No.

 5-12  5-13

 5-12
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 5-13

 5-25

3

O&M

3

 5-25

No Present Status

1 Manual for Maintenance Process of Water Supply System 2006

2 Manual for Construction Process of Basic Works 2007

3 Manual for Installation Process of Water Supply System and Water Usage by Metering 2007

4 Manual for Water Supply 2007

5 Manual for Water Safety Supply 2007

6 Manual for Water Safety Production 2009

7 Manual for Maintenance Process of Water Production System 2009

5 WSP

Dong Ha 14 10

pH 4

1 9 2 1 2 1 1 8 1

9.

 5-12  5-13

4 2

1
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WSP 2012 12

2000 ISO9001

6

10

100 VND

2

HueWACO

5-10-4 Danang Water Supply Company DAWACO

1

 822,178

 514,200

62.5 % 

 128,355

132,000 m
3

 24

32 % 

N.A. 

2

496  5-14

8.
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Director

Vice Director

Planning- Technical

Administration

Finance- Accounting

Material Business

Trading

Project Management Unit

Consultancy Center

Supervision Unit

Water Production Factory

Installation Unit

Hai Chau  Water Supply

Branch

Thank Khe  Supply Branch

Son Tra   Supply Branch

Ngu Hanh Son   Supply

Branch

Lien Chieu     Supply Branch

Cam Le   Supply Branch

Electric- Mechanic Workshop

 5-14

3

4

3 155,000 m
3

 5-26
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 5-26

(m
3
/ ) (m

3
)

1 Cau Do Water Supply Plant 1965 120,000 22,000m3/ 3 

2 Airport Water Supply Plant 1965 30,000 4,000m3/ 2

3 Son Tra Water Supply Plant 1985 5,000

155,000

No.

 5-15

 5-15 Cau Do

5 WSP

Cau Do 7

22 pH 3

3

1

9.

 5-15 2

WSP 5 WSC

6

70



 5-45

3

5-10-5 Dak Lak Water Supply and Construction Company

1

 330,000

 200,000

60.6 % 

 40,000

40,000 m
3

 24

100 % 

20 % 

235 km 

2

239 37

242  5-16

8.
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Director

Vice Director

(Water Production)

Vice Director

(Capital Construction)

Krong Pak WS Branch (10)

Consulting Enterprise (8)

Customer management (20)

Non-Revenue water (29)

Krong Buk WS Branch (14)

Pesonnel Department (11)

Technical Department (16)

Cu M'gar WS Branch (10)

Finance Department (11)

Planning Department (6)

Water Quality Management

Department (12)

Dat Ly Feed-pump Station

(15)

Cu Pul Feed-pump Station

(10)

Co Tam Feed-pump Station

(8)

35 Feed-pump Station (6)

M'Sen Feed-pump Station

(10)

Construction brigades (55)

Water loss resist

Department (30)

 5-16

3

4

40,500 m
3

 5-27



 5-47

 5-27

(m
3
/ ) (m

3
)

1 Datly 1999 6,000 800

2 Cupul 1999 8,000 1,500

3 Cotam 1999 11,000 pH

4 Thang Loi 1999 6,000 pH

5 Hoa Thang 2000 3,000 1,500

6 Ea M'sen 2000 6,500

7 Taman 1,000

8 Thang Long 1,000

9 Phan Chu Trinh 1,000

10 Headquarters 1,500 x 2

40,500

No.

pH 2

 5-17

 5-17

30,000m
3

FS 2009 2010-2015

5 WSP

16

5 pH 11



 5-48

1 1 1

12

9.

WSP 2010 4

2010

ISO9001

1997 2002 DANIDA 2002 SCADA

2004

SCADA

6

3 100

Phu Yen

5-10-6 Khanh Hoa Water Supply and Sewerage Company

1

 466,500 VWSA 2007

 400,216

N.A. 

 79,088

81,000 m
3

 24

20 % 

750 km 

2

318  5-18
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Director

Vice Director

Vice Director

Administrative Dept. (8)

Customer Service Dept. (10)

Vo Canh WTP (31)

60,000 m3/day

Xuan Phong WTP (13)

15,000 m3/day

Planning Dept. (9)

Technical Dept. (7)

Survey & Design Dept. (13)

Water Meter Reading & Collection Team (53)

Consumption Inspection Team (12)

Regulation Inspection Team (9)

Security Guard Team (4)

Debt Management Team (9)Finance Dept. (6)

Appraisal Team (5)

Electric Mechanic Team (7)

Informatic Team (3)

Booster Pumping Station (3)Network Management Dept. (30)

Construction Management Team (6)

Construction Installation Team (67)

 5-18

3

2006 2007 78,612

VND 78,88 VND 8,049 VND 8,744 VND

99%

2010 Equitization
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4

2 75,000 m
3

 5-28

 5-28

(m
3
/ ) (m

3
)

1 Vo Canh Water Treatment Plant 60,000 4,500 4,000

2 Xuan Phong Water Treatment Plant Cai River 2000 15,000 3,400 300

3 Lasan hill Transmission Reservoir 2,000

4 Trai Thuy hill Transmission Reservoir 3,000

5 Booster Pump Satation

75,000

No.

 5-19

 5-19

SCADA

5 WSP

2 pH

4 5 1 16 1

16

9.
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採水箇所は、浄水場では、原水、沈殿後、ろ過後、配水池、配水ポンプ場の 5 箇所で、濁度

については、全 5 箇所で常時計測している。また、配水ポンプ場では pH、濁度、残留塩素の

3 項目を常時計測している。 

ISO17025 は未取得であるが、取得したいと考えている。 

WSP に関しては、そのロードマップを現在準備中であり、2009 年 12 月には完成させたい

としていた。これに関連して、同公社では、既にいくつかのマニュアルは作成済みであり、ロ

ードマップの中に含めるとしている。 

また、「水の安全宣言」については、早く実現したいと考えており、そのために必要なこと

として、次の 4 つを挙げている。 

①WSP を完成させる。 
②スタッフの研修強化 
③機材の更新（送配水管、弁類、水道メーター、ろ過材） 
④キャンペーンと水道システムのシミュレーションの実施 

この他、GIS による水道システムの構築を計画しており、この分野について他ドナーからの

技術協力を得たいと考えている。 

（6）人材育成・研修 
カインホア省上下水道公社は、年間 22～30 名ワーカーレベルの要員を建設第三大学校（フ

ー・エン省）に派遣して研修を受けさせている。派遣期間は 1 ヶ月間で長期であるため、ロー

テーションを組んで派遣している。研修分野は、浄水施設の運転維持管理と顧客サービスの 2
分野である。研修予算は、年間 5 千万 VND 程度とのことである。 

また、外部研修は、WSP 達成のためには必要不可欠であり、2010 年の民営化に向けて職員

の職務意識の改革にも役立てたいとしている。 

人材育成分野における他水道事業体との協調に関しては、積極的に協調したいという強い意

欲を持っている。 





ベトナム国「中部地域 都市上水道事業体 能力開発プロジェクト」 詳細計画策定調査報告書 

 

[付属資料] 
 

1． M/M（第一次調査、第二次調査） 

2． PDM & PO（案）（和文・英文） 

3． 事前事業評価表 

4． 主要面談者リスト（第一次調査、第二次調査） 

5． 打合せ議事録（第一次調査、第二次調査） 

6． 質問票及び回答（第一次調査、第二次調査） 

（1） 建設省 
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